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A
I
や
I
o
T
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
は
、世
界
の
競

争
条
件
を
大
き
く
変
化
さ
せ
う
る
。人
間
の
仕
事
の
大
部

分
が
I
C
T
に
代
替
さ
れ
る
世
界
が
実
現
す
れ
ば
、生
産
拠

点
の
決
定
に
お
い
て
は
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
新
技
術
を
使

い
こ
な
す
高
度
人
材
の
有
無
、デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
整
備
状
況
な
ど
が
鍵
に

な
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
導
入
は
、従
来
の
技
術
革
新

と
異
な
り
既
存
の
市
場
や
雇
用
を
大
規
模
に
失
わ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。こ
の
観
点
で
は
、失
う
も
の
が
相
対
的
に
少
な
い

新
興
国
や
新
興
企
業
の
方
が
、破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
や
す
い
と
い
え
る
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
に
よ
り
、世

界
の
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
展
開
次
第
で
、2
0
3
0
年
の

世
界
経
済
は
大
き
く
異
な
る
姿
と
な
る
。

■
高
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国・新
興
国
と
も
に
、人
材
や
資

本
、貿
易
の
オ
ー
プ
ン
化
を
て
こ
に
経
済
・
社
会
制
度
の
改

革
を
進
め
、新
技
術
の
導
入
が
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
。新
興
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
徐
々
に
拡
大
す
る
が
、先

進
国
も
技
術
面
を
中
心
に
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
。

■
新
興
国
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
の
成
長
が

緩
や
か
に
鈍
化
し
て
い
く
中
、新
興
国
は
、内
生
的
な
技
術

力
の
向
上
や
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
、国・社
会
制

度
の
変
革
を
通
じ
て
高
成
長
を
実
現
。先
進
国
と
新
興
国

の
格
差
は
最
も
縮
小
す
る
。

■
格
差
拡
大
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
が
A
I
な
ど
新
技
術
の
活

用
に
よ
っ
て
高
齢
化
／
人
口
減
少
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
ね
返

し
、飛
躍
的
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
、新
興
国
は
構

造
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
技
術
力
の
向
上
に
失
敗
し
、両
者

の
格
差
が
広
が
る
。

■
低
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
戦
後
の
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
先
進
国
が
長
期
停
滞
に
陥
る
こ
と
で

内
向
き
志
向
を
強
め
る
。先
進
国
向
け
の
輸
出
や
投
資
の
停

滞
が
成
長
の
重
石
と
な
り
、新
興
国
の
構
造
改
革
も
進
ま

ず
、先
進
国
、新
興
国
と
も
に
成
長
停
滞
へ
。

　
こ
の
よ
う
に
、各
国・各
地
域
の
取
り
組
み
次
第
で
2
0
3
0

年
の
世
界
経
済
は
大
き
く
変
化
し
う
る
。以
下
で
は
、現
時
点

で
当
社
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
主
要
国
経
済

の
見
通
し
を
示
す
。

■
中
国
経
済
：
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、投
資
主
導
か
ら
消

費
主
導
へ
の
成
長
モ
デ
ル
移
行
を
背
景
に
、2
0
3
0
年
に

か
け
て
3
%
台
後
半
ま
で
緩
や
か
に
成
長
が
減
速
す
る
見

込
み
。そ
れ
で
も
１
人
当
た
り
G
D
P
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
2
万
ド
ル
を
超
え
、G
D
P
全
体
で
は
米
国
を
上
回
り
世

界
一
の
経
済
大
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
実
現
に
向
け
て
は
、①
債
務
問
題
の
解
決
、②
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
の
経
済
発
展
へ
の
転
換
、③
政
治
の
安
定

性
確
保
と
い
う
課
題
を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
れ

ら
の
課
題
が
克
服
で
き
な
け
れ
ば
、緩
や
か
な
成
長
減
速
シ

ナ
リ
オ
が
崩
れ
、不
連
続
に
失
速
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で

い
る
。

■
A
S
E
A
N
経
済
：
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
る
中
間
層

の
拡
大
と
、生
産
拠
点
と
し
て
の
魅
力
の
高
ま
り
か
ら
、

2
0
2
0
年
代
後
半
で
3
%
後
半
程
度
の
成
長
を
見
込

む
。リ
ス
ク
と
し
て
は
、①
生
産
性
上
昇
を
伴
わ
な
い
賃
金

上
昇
、②
社
会
保
障
制
度
や
所
得
再
分
配
機
能
の
未
整
備

に
よ
る
所
得
格
差
の
拡
大
、③
政
治
の
不
安
定
化
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
悪
化
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
米
国
経
済
：
金
融
危
機
後
の
構
造
調
整
圧
力
が
一
段
と
和

ら
い
で
お
り
、安
定
成
長
を
続
け
る
見
通
し
。I
C
T
な
ど

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
分
野
へ
の
投
資
の
強
化
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、2
0
3
0
年
に
か
け
て
1
％
台
後
半
の
潜

在
成
長
率
を
予
想
す
る
。リ
ス
ク
は
、格
差
拡
大
に
よ
る
人

的
資
本
の「
質
」低
下
、政
治
の
機
能
不
全
に
よ
る
制
度
改

革
や
財
政
再
建
の
遅
れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
ユ
ー
ロ
圏
経
済
：
2
0
2
0
年
ま
で
は
1
%
台
前
半
程
度

の
成
長
を
見
込
む
が
、2
0
2
0
年
以
降
は
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
減
少
が
加
速
す
る
た
め
、潜
在
成
長
率
は
一
段
と

低
下
す
る
見
込
み
。難
民
問
題
や
反
E
U
勢
力
の
台
頭
な

ど
、政
治
を
不
安
定
化
さ
せ
る
火
種
も
多
い
中
、金
融
・
財

政
政
策
の
発
動
余
地
が
少
な
く
、長
期
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
だ

日
本
経
済
の
よ
う
な「
日
本
化
」が
懸
念
さ
れ
る
。

　
現
在
の
日
本
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、社
会
保
障
費
や
財

政
赤
字
の
急
増
、将
来
へ
の
不
安
な
ど
、成
熟
国
な
ら
で
は
の

課
題
に
直
面
。現
状
の
延
長
で
は
、経
済
活
力
の
低
下
と
と
も

に
、こ
れ
ら
の
課
題
も
一
段
と
深
刻
化
す
る
。こ
う
し
た
中
、

2
0
3
0
年
に
向
け
て
日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
と

は
、「
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
誇
り
と
心
の
豊
か
さ
と
活

力
を
持
っ
て
、学
び
働
き
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
は
、2
0
3
0
年

度
に
か
け
て
0
%
程
度
ま
で
低
下
す
る
。成
長
期
待
の
低
下

は
、設
備
投
資
や
研
究
開
発
、人
材
育
成
な
ど「
未
来
へ
の
投

資
」を
一
段
と
鈍
ら
せ
、活
力
低
下
と
と
も
に
国
民
の
不
安
を

増
幅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。持
続
可
能
か
つ
活
力
あ
る
日

本
経
済
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
四

つ
で
あ
る
。

　
人
材
は
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
。A
I
な
ど
新
技
術
の

台
頭
で
、人
間
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
大
き
く
変
容
す
る
中
、

労
働
力
の「
質
」向
上
が
重
要
に
な
る
。当
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、若
年
層
を
中
心
に
日
本
の
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
へ
の
意

欲
は
高
い
が
、こ
う
し
た
意
欲
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
も
、

硬
直
的
な
雇
用
市
場
・
制
度
の
改
革
や
、教
育
・
職
業
訓
練
の

あ
り
方
を
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
A
I
や
I
o
T
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普

及・発
展
は
、国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
大
き
な
変

革
を
も
た
ら
す
。当
社
で
は
、2
0
1
6
年
4
月
に
消
費
者

5
，0
0
0
名
に
対
し
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普
及
に
よ
り

2
0
3
0
年
ま
で
に
生
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
50
の
製
品
や

　
世
界
経
済
は
引
き
続
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。先
進
国

で
は
、金
融
危
機
以
降
、長
期
停
滞
論
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。中
長
期
的
な
期
待
成
長
率
の
低
下
に
よ
り
企
業
が
投
資

を
抑
制
し
て
お
り
、マ
ク
ロ
の
貯
蓄
と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

化
。新
興
国
で
も
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
齢
化
の
進
行
が
成
長

を
鈍
化
さ
せ
る
と
見
ら
れ
、中
長
期
的
に
は
世
界
経
済
の
成

長
鈍
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
だ
が
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
が
変
わ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ

る
。人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、社
会
課
題
が
深
刻
化
し
、

そ
の
コ
ス
ト
が
極
限
ま
で
達
し
た
際
、そ
れ
を
克
服
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
た
。A
I
、ロ
ボ
ッ
ト
、ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
の
新
技
術
を
最
大
活
用
す
る
と
と
も
に
、人
口
減

と
高
齢
化
に
備
え
た
財
政
・
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
の
人
材
育
成
や
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な

ど
、社
会
制
度
の
変
革
も
併
せ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。以

上
の
観
点
か
ら
、2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
の
姿
を
左
右
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
三
つ
挙
げ
る
。

　
先
進
国
で
は
、高
齢
化
と
生
産
性
の
伸
び
鈍
化
を
背
景
に

自
然
体
で
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、一
部
に
は
長
期
停

滞
局
面
に
陥
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。ま
た
、社
会・経
済
の
制

度
疲
労
が
顕
在
化
し
て
い
る
ほ
か
、新
興
国
の
技
術
力
の
向
上

に
よ
り
世
界
で
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　
先
進
国
が
長
期
停
滞
を
打
破
す
る
に
は「
二
つ
の
変
革
」が

必
要
に
な
る
。第
一
は
、「
経
済
・
社
会
制
度
の
変
革
」だ
。人

口
構
造
や
競
争
環
境
、技
術
の
変
化
の
先
を
読
み
、社
会
保
障

や
雇
用
な
ど
の
各
種
制
度
を
柔
軟
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
・
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。第
二
は
、「
科
学
技
術
の
変
革
」だ
。高
齢
化
に
よ
る
身
体

機
能
低
下
や
労
働
力
減
少
な
ど
先
進
国
共
有
の
課
題
は
、科

学
技
術
の
力
で
解
決
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。新
技
術
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
創
出
が
、潜
在
的
な
需
要
を

掘
り
起
こ
し
、結
果
と
し
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
効
果
も

期
待
で
き
る
。

　
新
興
国
に
お
い
て
、１
人
当
た
り
G
D
P
が
5
，0
0
0
ド

ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口
は
、2
0
0
0
年
時
点
の
2
億
人

か
ら
、2
0
1
5
年
に
は
24
億
人
に
ま
で
増
加
。2
0
3
0
年

に
か
け
て
は
、①
中
国
な
ど
の
中
所
得
国
が
高
所
得
国
に
、②

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
低
所
得
国
が
中
所
得
国
に
、そ
れ

ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
か
、が
焦
点
と
な
る
。イ
ン
ド
の

１
人
当
た
り
G
D
P
が
7
，0
0
0
ド
ル
程
度
ま
で
上
昇
す
れ

ば
、現
在
の
中
国
に
匹
敵
す
る
市
場
が
誕
生
。2
0
3
0
年
の

新
興
国
に
お
い
て
、5
，0
0
0
ド
ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口

が
36
億
人
、1.5
万
ド
ル
以
上
の
国
の
人
口
が
18
億
人
に
達
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
る
。

　
も
っ
と
も
、①
工
業
製
品
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
よ
る
付
加
価

値
率
低
下
、②
労
働
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
競
争
力
低
下
、③
中

国
や
A
S
E
A
N
の
一
部
で
進
行
す
る
高
齢
化
な
ど
、持
続

的
成
長
へ
の
課
題
も
あ
る
。貿
易
や
投
資
の
対
外
開
放
に
よ
る

生
産
性
上
昇
、人
材
や
研
究
開
発
力
の
強
化
、社
会
保
障
制

度
の
整
備
と
い
っ
た
取
り
組
み
の
成
否
が
、新
興
国
の
巨
大
な

市
場
の
誕
生
を
左
右
す
る
。
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スマートメーターを地域で活用する
【ICT】

稼働率至上主義の落とし穴
【ソリューション】

●不透明な世界経済。科学技術の革新と社会制度の変革が安定成長に向けた鍵に。

●中国が安定成長への移行を実現できれば、2030年までに米中GDP逆転の可能性。

●日本は目指すべき未来社会像の実現に向け、四つの改革の実行を。

2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
を
左
右
す
る

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
総　論

新
興
国
で
巨
大
な

中
間
／
富
裕
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生
す
る
か

2

先
進
国
は
長
期
停
滞
を
克
服
で
き
る
か

1

サ
ー
ビ
ス
を
示
し
、ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、「
未
来
の

わ
く
わ
く
ア
ン
ケ
ー
ト（
※
1
）」と
し
て
調
査
し
た
。そ
の
結

果
、高
機
能
住
宅
、ゲ
ノ
ム
解
析
治
療
、災
害
予
測
な
ど
、ま
だ

実
用
化
／
普
及
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
に
対
す
る
潜
在

需
要
が
い
か
に
大
き
い
か
が
確
認
さ
れ
た
。新
技
術
は
生
活
の

質
の
改
善
、社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
。ま
た
、新
技
術

の
活
用
次
第
で
、企
業
の
生
産
性
も
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
り
、需
給
両
面
で
成
長
押
し
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
3
0
年
に
は
ア
ジ
ア
新
興
国
に
巨
大
な
中
間
／
富
裕

層
の
誕
生
が
展
望
さ
れ
る
。日
本
企
業
が
中
間
／
富
裕
層
の

潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
製
品
・サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ

ば
、輸
出
、投
資
収
益
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
面
的
な
外
需
の

取
り
込
み
に
よ
り
日
本
の
成
長
が
加
速
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の

台
頭
に
よ
り
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
技
術
力
が
国
際
競
争
力
を

左
右
す
る
時
代
に
な
れ
ば
、生
産
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
地
位

も
相
対
的
に
高
ま
る
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、超
高
齢
社
会
で
制
度
疲
労
が

顕
現
化
し
て
い
る
。特
に
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
2
年
以
降
は
医
療
・
介
護
費
の
一
段
の
増
大
が
予
想

さ
れ
、過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
抑
制
や「
自
助
」の
範
囲
拡
大
に
向

け
た
制
度
改
革
は
急
務
だ
。同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
活

用
に
よ
り
、民
間
分
野
で
健
康
寿
命
延
伸
や
自
立
生
活
を
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
だ
。高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
と
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
両
立
で
き
れ

ば
、「
全
世
代
」の
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
り
、前
向
き
な
支
出

や
投
資
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
上
記
の
四
つ
の
改
革
が
実
現
し
た
場
合
、2
0
3
0
年
の

潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
の
0
%
程
度
か
ら
1.3
%
程
度
に

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。A
I
や
I
o
T
な
ど

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
社
会
／
経
済
へ
の
浸
透
が
、潜
在
成
長
率

を
1
%
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、労

働
力
の
最
大
活
用
や
省
エ
ネ
投
資
の
拡
大
も
成
長
率
の
引
き

上
げ
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う（
※
2
）。

　
欧
米
に
比
肩
す
る
成
長
実
現
に
よ
り
世
界
経
済
の
中
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
で
き
る
ほ
か
、１
人
当
た
り
G
D
P
は
標

準
シ
ナ
リ
オ
比
で
15
%
程
度
上
昇
す
る
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

成
長
の
果
実
を「
財
政
健
全
化
」と「
未
来
へ
の
投
資
」に
振

り
分
け
る
余
力
が
生
ま
れ
、「
生
活
の
質
向
上
」と「
持
続
的

な
成
長
実
現
」と
い
う
明
る
い
未
来
へ
の
道
が
開
け
る
。

（
※
1
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」を

利
用
。

（
※
2
）目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
尺
度
と
し
て
G
D
P
で
全
て
を
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
。特
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
利
便
性
向
上
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
な
ど
の
価
値
増
加
は
G
D
P
で
は
捉
え
き
れ

な
い
面
も
多
い
。

参
考
：
内
外
経
済
の
中
長
期
展
望（
2
0
1
6｜

2
0
3
0
年
度
）

（
2
0
1
6
．6
．22
）

http://w
w
w
.m
ri.co.jp/new

s/press/teigen/021859.htm
l
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A
I
や
I
o
T
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
は
、世
界
の
競

争
条
件
を
大
き
く
変
化
さ
せ
う
る
。人
間
の
仕
事
の
大
部

分
が
I
C
T
に
代
替
さ
れ
る
世
界
が
実
現
す
れ
ば
、生
産
拠

点
の
決
定
に
お
い
て
は
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
新
技
術
を
使

い
こ
な
す
高
度
人
材
の
有
無
、デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
整
備
状
況
な
ど
が
鍵
に

な
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
導
入
は
、従
来
の
技
術
革
新

と
異
な
り
既
存
の
市
場
や
雇
用
を
大
規
模
に
失
わ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。こ
の
観
点
で
は
、失
う
も
の
が
相
対
的
に
少
な
い

新
興
国
や
新
興
企
業
の
方
が
、破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
や
す
い
と
い
え
る
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
に
よ
り
、世

界
の
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
展
開
次
第
で
、2
0
3
0
年
の

世
界
経
済
は
大
き
く
異
な
る
姿
と
な
る
。

■
高
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国・新
興
国
と
も
に
、人
材
や
資

本
、貿
易
の
オ
ー
プ
ン
化
を
て
こ
に
経
済
・
社
会
制
度
の
改

革
を
進
め
、新
技
術
の
導
入
が
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
。新
興
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
徐
々
に
拡
大
す
る
が
、先

進
国
も
技
術
面
を
中
心
に
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
。

■
新
興
国
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
の
成
長
が

緩
や
か
に
鈍
化
し
て
い
く
中
、新
興
国
は
、内
生
的
な
技
術

力
の
向
上
や
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
、国・社
会
制

度
の
変
革
を
通
じ
て
高
成
長
を
実
現
。先
進
国
と
新
興
国

の
格
差
は
最
も
縮
小
す
る
。

■
格
差
拡
大
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
が
A
I
な
ど
新
技
術
の
活

用
に
よ
っ
て
高
齢
化
／
人
口
減
少
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
ね
返

し
、飛
躍
的
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
、新
興
国
は
構

造
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
技
術
力
の
向
上
に
失
敗
し
、両
者

の
格
差
が
広
が
る
。

■
低
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
戦
後
の
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
先
進
国
が
長
期
停
滞
に
陥
る
こ
と
で

内
向
き
志
向
を
強
め
る
。先
進
国
向
け
の
輸
出
や
投
資
の
停

滞
が
成
長
の
重
石
と
な
り
、新
興
国
の
構
造
改
革
も
進
ま

ず
、先
進
国
、新
興
国
と
も
に
成
長
停
滞
へ
。

　
こ
の
よ
う
に
、各
国・各
地
域
の
取
り
組
み
次
第
で
2
0
3
0

年
の
世
界
経
済
は
大
き
く
変
化
し
う
る
。以
下
で
は
、現
時
点

で
当
社
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
主
要
国
経
済

の
見
通
し
を
示
す
。

■
中
国
経
済
：
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、投
資
主
導
か
ら
消

費
主
導
へ
の
成
長
モ
デ
ル
移
行
を
背
景
に
、2
0
3
0
年
に

か
け
て
3
%
台
後
半
ま
で
緩
や
か
に
成
長
が
減
速
す
る
見

込
み
。そ
れ
で
も
１
人
当
た
り
G
D
P
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
2
万
ド
ル
を
超
え
、G
D
P
全
体
で
は
米
国
を
上
回
り
世

界
一
の
経
済
大
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
実
現
に
向
け
て
は
、①
債
務
問
題
の
解
決
、②
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
の
経
済
発
展
へ
の
転
換
、③
政
治
の
安
定

性
確
保
と
い
う
課
題
を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
れ

ら
の
課
題
が
克
服
で
き
な
け
れ
ば
、緩
や
か
な
成
長
減
速
シ

ナ
リ
オ
が
崩
れ
、不
連
続
に
失
速
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で

い
る
。

■
A
S
E
A
N
経
済
：
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
る
中
間
層

の
拡
大
と
、生
産
拠
点
と
し
て
の
魅
力
の
高
ま
り
か
ら
、

2
0
2
0
年
代
後
半
で
3
%
後
半
程
度
の
成
長
を
見
込

む
。リ
ス
ク
と
し
て
は
、①
生
産
性
上
昇
を
伴
わ
な
い
賃
金

上
昇
、②
社
会
保
障
制
度
や
所
得
再
分
配
機
能
の
未
整
備

に
よ
る
所
得
格
差
の
拡
大
、③
政
治
の
不
安
定
化
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
悪
化
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
米
国
経
済
：
金
融
危
機
後
の
構
造
調
整
圧
力
が
一
段
と
和

ら
い
で
お
り
、安
定
成
長
を
続
け
る
見
通
し
。I
C
T
な
ど

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
分
野
へ
の
投
資
の
強
化
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、2
0
3
0
年
に
か
け
て
1
％
台
後
半
の
潜

在
成
長
率
を
予
想
す
る
。リ
ス
ク
は
、格
差
拡
大
に
よ
る
人

的
資
本
の「
質
」低
下
、政
治
の
機
能
不
全
に
よ
る
制
度
改

革
や
財
政
再
建
の
遅
れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
ユ
ー
ロ
圏
経
済
：
2
0
2
0
年
ま
で
は
1
%
台
前
半
程
度

の
成
長
を
見
込
む
が
、2
0
2
0
年
以
降
は
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
減
少
が
加
速
す
る
た
め
、潜
在
成
長
率
は
一
段
と

低
下
す
る
見
込
み
。難
民
問
題
や
反
E
U
勢
力
の
台
頭
な

ど
、政
治
を
不
安
定
化
さ
せ
る
火
種
も
多
い
中
、金
融
・
財

政
政
策
の
発
動
余
地
が
少
な
く
、長
期
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
だ

日
本
経
済
の
よ
う
な「
日
本
化
」が
懸
念
さ
れ
る
。

　
現
在
の
日
本
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、社
会
保
障
費
や
財

政
赤
字
の
急
増
、将
来
へ
の
不
安
な
ど
、成
熟
国
な
ら
で
は
の

課
題
に
直
面
。現
状
の
延
長
で
は
、経
済
活
力
の
低
下
と
と
も

に
、こ
れ
ら
の
課
題
も
一
段
と
深
刻
化
す
る
。こ
う
し
た
中
、

2
0
3
0
年
に
向
け
て
日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
と

は
、「
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
誇
り
と
心
の
豊
か
さ
と
活

力
を
持
っ
て
、学
び
働
き
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
は
、2
0
3
0
年

度
に
か
け
て
0
%
程
度
ま
で
低
下
す
る
。成
長
期
待
の
低
下

は
、設
備
投
資
や
研
究
開
発
、人
材
育
成
な
ど「
未
来
へ
の
投

資
」を
一
段
と
鈍
ら
せ
、活
力
低
下
と
と
も
に
国
民
の
不
安
を

増
幅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。持
続
可
能
か
つ
活
力
あ
る
日

本
経
済
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
四

つ
で
あ
る
。

　
人
材
は
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
。A
I
な
ど
新
技
術
の

台
頭
で
、人
間
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
大
き
く
変
容
す
る
中
、

労
働
力
の「
質
」向
上
が
重
要
に
な
る
。当
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、若
年
層
を
中
心
に
日
本
の
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
へ
の
意

欲
は
高
い
が
、こ
う
し
た
意
欲
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
も
、

硬
直
的
な
雇
用
市
場
・
制
度
の
改
革
や
、教
育
・
職
業
訓
練
の

あ
り
方
を
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
A
I
や
I
o
T
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普

及・発
展
は
、国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
大
き
な
変

革
を
も
た
ら
す
。当
社
で
は
、2
0
1
6
年
4
月
に
消
費
者

5
，0
0
0
名
に
対
し
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普
及
に
よ
り

2
0
3
0
年
ま
で
に
生
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
50
の
製
品
や

　
世
界
経
済
は
引
き
続
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。先
進
国

で
は
、金
融
危
機
以
降
、長
期
停
滞
論
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。中
長
期
的
な
期
待
成
長
率
の
低
下
に
よ
り
企
業
が
投
資

を
抑
制
し
て
お
り
、マ
ク
ロ
の
貯
蓄
と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

化
。新
興
国
で
も
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
齢
化
の
進
行
が
成
長

を
鈍
化
さ
せ
る
と
見
ら
れ
、中
長
期
的
に
は
世
界
経
済
の
成

長
鈍
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
だ
が
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
が
変
わ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ

る
。人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、社
会
課
題
が
深
刻
化
し
、

そ
の
コ
ス
ト
が
極
限
ま
で
達
し
た
際
、そ
れ
を
克
服
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
た
。A
I
、ロ
ボ
ッ
ト
、ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
の
新
技
術
を
最
大
活
用
す
る
と
と
も
に
、人
口
減

と
高
齢
化
に
備
え
た
財
政
・
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
の
人
材
育
成
や
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な

ど
、社
会
制
度
の
変
革
も
併
せ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。以

上
の
観
点
か
ら
、2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
の
姿
を
左
右
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
三
つ
挙
げ
る
。

　
先
進
国
で
は
、高
齢
化
と
生
産
性
の
伸
び
鈍
化
を
背
景
に

自
然
体
で
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、一
部
に
は
長
期
停

滞
局
面
に
陥
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。ま
た
、社
会・経
済
の
制

度
疲
労
が
顕
在
化
し
て
い
る
ほ
か
、新
興
国
の
技
術
力
の
向
上

に
よ
り
世
界
で
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　
先
進
国
が
長
期
停
滞
を
打
破
す
る
に
は「
二
つ
の
変
革
」が

必
要
に
な
る
。第
一
は
、「
経
済
・
社
会
制
度
の
変
革
」だ
。人

口
構
造
や
競
争
環
境
、技
術
の
変
化
の
先
を
読
み
、社
会
保
障

や
雇
用
な
ど
の
各
種
制
度
を
柔
軟
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
・
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。第
二
は
、「
科
学
技
術
の
変
革
」だ
。高
齢
化
に
よ
る
身
体

機
能
低
下
や
労
働
力
減
少
な
ど
先
進
国
共
有
の
課
題
は
、科

学
技
術
の
力
で
解
決
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。新
技
術
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
創
出
が
、潜
在
的
な
需
要
を

掘
り
起
こ
し
、結
果
と
し
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
効
果
も

期
待
で
き
る
。

　
新
興
国
に
お
い
て
、１
人
当
た
り
G
D
P
が
5
，0
0
0
ド

ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口
は
、2
0
0
0
年
時
点
の
2
億
人

か
ら
、2
0
1
5
年
に
は
24
億
人
に
ま
で
増
加
。2
0
3
0
年

に
か
け
て
は
、①
中
国
な
ど
の
中
所
得
国
が
高
所
得
国
に
、②

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
低
所
得
国
が
中
所
得
国
に
、そ
れ

ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
か
、が
焦
点
と
な
る
。イ
ン
ド
の

１
人
当
た
り
G
D
P
が
7
，0
0
0
ド
ル
程
度
ま
で
上
昇
す
れ

ば
、現
在
の
中
国
に
匹
敵
す
る
市
場
が
誕
生
。2
0
3
0
年
の

新
興
国
に
お
い
て
、5
，0
0
0
ド
ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口

が
36
億
人
、1.5
万
ド
ル
以
上
の
国
の
人
口
が
18
億
人
に
達
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
る
。

　
も
っ
と
も
、①
工
業
製
品
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
よ
る
付
加
価

値
率
低
下
、②
労
働
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
競
争
力
低
下
、③
中

国
や
A
S
E
A
N
の
一
部
で
進
行
す
る
高
齢
化
な
ど
、持
続

的
成
長
へ
の
課
題
も
あ
る
。貿
易
や
投
資
の
対
外
開
放
に
よ
る

生
産
性
上
昇
、人
材
や
研
究
開
発
力
の
強
化
、社
会
保
障
制

度
の
整
備
と
い
っ
た
取
り
組
み
の
成
否
が
、新
興
国
の
巨
大
な

市
場
の
誕
生
を
左
右
す
る
。

AUGUST. 2016

三菱総合研究所

寄 稿
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スマートメーターを地域で活用する
【ICT】

稼働率至上主義の落とし穴
【ソリューション】

●不透明な世界経済。科学技術の革新と社会制度の変革が安定成長に向けた鍵に。

●中国が安定成長への移行を実現できれば、2030年までに米中GDP逆転の可能性。

●日本は目指すべき未来社会像の実現に向け、四つの改革の実行を。

2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
を
左
右
す
る

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト

1
総　論

新
興
国
で
巨
大
な

中
間
／
富
裕
層
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
誕
生
す
る
か

2

先
進
国
は
長
期
停
滞
を
克
服
で
き
る
か

1

サ
ー
ビ
ス
を
示
し
、ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、「
未
来
の

わ
く
わ
く
ア
ン
ケ
ー
ト（
※
1
）」と
し
て
調
査
し
た
。そ
の
結

果
、高
機
能
住
宅
、ゲ
ノ
ム
解
析
治
療
、災
害
予
測
な
ど
、ま
だ

実
用
化
／
普
及
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
に
対
す
る
潜
在

需
要
が
い
か
に
大
き
い
か
が
確
認
さ
れ
た
。新
技
術
は
生
活
の

質
の
改
善
、社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
。ま
た
、新
技
術

の
活
用
次
第
で
、企
業
の
生
産
性
も
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
り
、需
給
両
面
で
成
長
押
し
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
3
0
年
に
は
ア
ジ
ア
新
興
国
に
巨
大
な
中
間
／
富
裕

層
の
誕
生
が
展
望
さ
れ
る
。日
本
企
業
が
中
間
／
富
裕
層
の

潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
製
品
・サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ

ば
、輸
出
、投
資
収
益
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
面
的
な
外
需
の

取
り
込
み
に
よ
り
日
本
の
成
長
が
加
速
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の

台
頭
に
よ
り
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
技
術
力
が
国
際
競
争
力
を

左
右
す
る
時
代
に
な
れ
ば
、生
産
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
地
位

も
相
対
的
に
高
ま
る
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、超
高
齢
社
会
で
制
度
疲
労
が

顕
現
化
し
て
い
る
。特
に
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
2
年
以
降
は
医
療
・
介
護
費
の
一
段
の
増
大
が
予
想

さ
れ
、過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
抑
制
や「
自
助
」の
範
囲
拡
大
に
向

け
た
制
度
改
革
は
急
務
だ
。同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
活

用
に
よ
り
、民
間
分
野
で
健
康
寿
命
延
伸
や
自
立
生
活
を
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
だ
。高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
と
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
両
立
で
き
れ

ば
、「
全
世
代
」の
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
り
、前
向
き
な
支
出

や
投
資
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
上
記
の
四
つ
の
改
革
が
実
現
し
た
場
合
、2
0
3
0
年
の

潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
の
0
%
程
度
か
ら
1.3
%
程
度
に

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。A
I
や
I
o
T
な
ど

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
社
会
／
経
済
へ
の
浸
透
が
、潜
在
成
長
率

を
1
%
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、労

働
力
の
最
大
活
用
や
省
エ
ネ
投
資
の
拡
大
も
成
長
率
の
引
き

上
げ
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う（
※
2
）。

　
欧
米
に
比
肩
す
る
成
長
実
現
に
よ
り
世
界
経
済
の
中
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
で
き
る
ほ
か
、１
人
当
た
り
G
D
P
は
標

準
シ
ナ
リ
オ
比
で
15
%
程
度
上
昇
す
る
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

成
長
の
果
実
を「
財
政
健
全
化
」と「
未
来
へ
の
投
資
」に
振

り
分
け
る
余
力
が
生
ま
れ
、「
生
活
の
質
向
上
」と「
持
続
的

な
成
長
実
現
」と
い
う
明
る
い
未
来
へ
の
道
が
開
け
る
。

（
※
1
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」を

利
用
。

（
※
2
）目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
尺
度
と
し
て
G
D
P
で
全
て
を
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
。特
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
利
便
性
向
上
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
な
ど
の
価
値
増
加
は
G
D
P
で
は
捉
え
き
れ

な
い
面
も
多
い
。

参
考
：
内
外
経
済
の
中
長
期
展
望（
2
0
1
6｜

2
0
3
0
年
度
）

（
2
0
1
6
．6
．22
）

http://w
w
w
.m
ri.co.jp/new

s/press/teigen/021859.htm
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A
I
や
I
o
T
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
は
、世
界
の
競

争
条
件
を
大
き
く
変
化
さ
せ
う
る
。人
間
の
仕
事
の
大
部

分
が
I
C
T
に
代
替
さ
れ
る
世
界
が
実
現
す
れ
ば
、生
産
拠

点
の
決
定
に
お
い
て
は
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
新
技
術
を
使

い
こ
な
す
高
度
人
材
の
有
無
、デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
整
備
状
況
な
ど
が
鍵
に

な
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
導
入
は
、従
来
の
技
術
革
新

と
異
な
り
既
存
の
市
場
や
雇
用
を
大
規
模
に
失
わ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。こ
の
観
点
で
は
、失
う
も
の
が
相
対
的
に
少
な
い

新
興
国
や
新
興
企
業
の
方
が
、破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
や
す
い
と
い
え
る
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
に
よ
り
、世

界
の
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
展
開
次
第
で
、2
0
3
0
年
の

世
界
経
済
は
大
き
く
異
な
る
姿
と
な
る
。

■
高
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国・新
興
国
と
も
に
、人
材
や
資

本
、貿
易
の
オ
ー
プ
ン
化
を
て
こ
に
経
済
・
社
会
制
度
の
改

革
を
進
め
、新
技
術
の
導
入
が
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
。新
興
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
徐
々
に
拡
大
す
る
が
、先

進
国
も
技
術
面
を
中
心
に
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
。

■
新
興
国
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
の
成
長
が

緩
や
か
に
鈍
化
し
て
い
く
中
、新
興
国
は
、内
生
的
な
技
術

力
の
向
上
や
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
、国・社
会
制

度
の
変
革
を
通
じ
て
高
成
長
を
実
現
。先
進
国
と
新
興
国

の
格
差
は
最
も
縮
小
す
る
。

■
格
差
拡
大
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
が
A
I
な
ど
新
技
術
の
活

用
に
よ
っ
て
高
齢
化
／
人
口
減
少
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
ね
返

し
、飛
躍
的
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
、新
興
国
は
構

造
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
技
術
力
の
向
上
に
失
敗
し
、両
者

の
格
差
が
広
が
る
。

■
低
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
戦
後
の
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
先
進
国
が
長
期
停
滞
に
陥
る
こ
と
で

内
向
き
志
向
を
強
め
る
。先
進
国
向
け
の
輸
出
や
投
資
の
停

滞
が
成
長
の
重
石
と
な
り
、新
興
国
の
構
造
改
革
も
進
ま

ず
、先
進
国
、新
興
国
と
も
に
成
長
停
滞
へ
。

　
こ
の
よ
う
に
、各
国・各
地
域
の
取
り
組
み
次
第
で
2
0
3
0

年
の
世
界
経
済
は
大
き
く
変
化
し
う
る
。以
下
で
は
、現
時
点

で
当
社
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
主
要
国
経
済

の
見
通
し
を
示
す
。

■
中
国
経
済
：
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、投
資
主
導
か
ら
消

費
主
導
へ
の
成
長
モ
デ
ル
移
行
を
背
景
に
、2
0
3
0
年
に

か
け
て
3
%
台
後
半
ま
で
緩
や
か
に
成
長
が
減
速
す
る
見

込
み
。そ
れ
で
も
１
人
当
た
り
G
D
P
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
2
万
ド
ル
を
超
え
、G
D
P
全
体
で
は
米
国
を
上
回
り
世

界
一
の
経
済
大
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
実
現
に
向
け
て
は
、①
債
務
問
題
の
解
決
、②
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
の
経
済
発
展
へ
の
転
換
、③
政
治
の
安
定

性
確
保
と
い
う
課
題
を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
れ

ら
の
課
題
が
克
服
で
き
な
け
れ
ば
、緩
や
か
な
成
長
減
速
シ

ナ
リ
オ
が
崩
れ
、不
連
続
に
失
速
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で

い
る
。

■
A
S
E
A
N
経
済
：
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
る
中
間
層

の
拡
大
と
、生
産
拠
点
と
し
て
の
魅
力
の
高
ま
り
か
ら
、

2
0
2
0
年
代
後
半
で
3
%
後
半
程
度
の
成
長
を
見
込

む
。リ
ス
ク
と
し
て
は
、①
生
産
性
上
昇
を
伴
わ
な
い
賃
金

上
昇
、②
社
会
保
障
制
度
や
所
得
再
分
配
機
能
の
未
整
備

に
よ
る
所
得
格
差
の
拡
大
、③
政
治
の
不
安
定
化
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
悪
化
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
米
国
経
済
：
金
融
危
機
後
の
構
造
調
整
圧
力
が
一
段
と
和

ら
い
で
お
り
、安
定
成
長
を
続
け
る
見
通
し
。I
C
T
な
ど

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
分
野
へ
の
投
資
の
強
化
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、2
0
3
0
年
に
か
け
て
1
％
台
後
半
の
潜

在
成
長
率
を
予
想
す
る
。リ
ス
ク
は
、格
差
拡
大
に
よ
る
人

的
資
本
の「
質
」低
下
、政
治
の
機
能
不
全
に
よ
る
制
度
改

革
や
財
政
再
建
の
遅
れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
ユ
ー
ロ
圏
経
済
：
2
0
2
0
年
ま
で
は
1
%
台
前
半
程
度

の
成
長
を
見
込
む
が
、2
0
2
0
年
以
降
は
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
減
少
が
加
速
す
る
た
め
、潜
在
成
長
率
は
一
段
と

低
下
す
る
見
込
み
。難
民
問
題
や
反
E
U
勢
力
の
台
頭
な

ど
、政
治
を
不
安
定
化
さ
せ
る
火
種
も
多
い
中
、金
融
・
財

政
政
策
の
発
動
余
地
が
少
な
く
、長
期
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
だ

日
本
経
済
の
よ
う
な「
日
本
化
」が
懸
念
さ
れ
る
。

　
現
在
の
日
本
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、社
会
保
障
費
や
財

政
赤
字
の
急
増
、将
来
へ
の
不
安
な
ど
、成
熟
国
な
ら
で
は
の

課
題
に
直
面
。現
状
の
延
長
で
は
、経
済
活
力
の
低
下
と
と
も

に
、こ
れ
ら
の
課
題
も
一
段
と
深
刻
化
す
る
。こ
う
し
た
中
、

2
0
3
0
年
に
向
け
て
日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
と

は
、「
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
誇
り
と
心
の
豊
か
さ
と
活

力
を
持
っ
て
、学
び
働
き
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
は
、2
0
3
0
年

度
に
か
け
て
0
%
程
度
ま
で
低
下
す
る
。成
長
期
待
の
低
下

は
、設
備
投
資
や
研
究
開
発
、人
材
育
成
な
ど「
未
来
へ
の
投

資
」を
一
段
と
鈍
ら
せ
、活
力
低
下
と
と
も
に
国
民
の
不
安
を

増
幅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。持
続
可
能
か
つ
活
力
あ
る
日

本
経
済
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
四

つ
で
あ
る
。

　
人
材
は
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
。A
I
な
ど
新
技
術
の

台
頭
で
、人
間
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
大
き
く
変
容
す
る
中
、

労
働
力
の「
質
」向
上
が
重
要
に
な
る
。当
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、若
年
層
を
中
心
に
日
本
の
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
へ
の
意

欲
は
高
い
が
、こ
う
し
た
意
欲
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
も
、

硬
直
的
な
雇
用
市
場
・
制
度
の
改
革
や
、教
育
・
職
業
訓
練
の

あ
り
方
を
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
A
I
や
I
o
T
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普

及・発
展
は
、国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
大
き
な
変

革
を
も
た
ら
す
。当
社
で
は
、2
0
1
6
年
4
月
に
消
費
者

5
，0
0
0
名
に
対
し
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普
及
に
よ
り

2
0
3
0
年
ま
で
に
生
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
50
の
製
品
や
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世
界
経
済
は
引
き
続
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。先
進
国

で
は
、金
融
危
機
以
降
、長
期
停
滞
論
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。中
長
期
的
な
期
待
成
長
率
の
低
下
に
よ
り
企
業
が
投
資

を
抑
制
し
て
お
り
、マ
ク
ロ
の
貯
蓄
と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

化
。新
興
国
で
も
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
齢
化
の
進
行
が
成
長

を
鈍
化
さ
せ
る
と
見
ら
れ
、中
長
期
的
に
は
世
界
経
済
の
成

長
鈍
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
だ
が
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
が
変
わ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ

る
。人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、社
会
課
題
が
深
刻
化
し
、

そ
の
コ
ス
ト
が
極
限
ま
で
達
し
た
際
、そ
れ
を
克
服
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
た
。A
I
、ロ
ボ
ッ
ト
、ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
の
新
技
術
を
最
大
活
用
す
る
と
と
も
に
、人
口
減

と
高
齢
化
に
備
え
た
財
政
・
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
の
人
材
育
成
や
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な

ど
、社
会
制
度
の
変
革
も
併
せ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。以

上
の
観
点
か
ら
、2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
の
姿
を
左
右
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
三
つ
挙
げ
る
。

　
先
進
国
で
は
、高
齢
化
と
生
産
性
の
伸
び
鈍
化
を
背
景
に

自
然
体
で
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、一
部
に
は
長
期
停

滞
局
面
に
陥
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。ま
た
、社
会・経
済
の
制

度
疲
労
が
顕
在
化
し
て
い
る
ほ
か
、新
興
国
の
技
術
力
の
向
上

に
よ
り
世
界
で
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　
先
進
国
が
長
期
停
滞
を
打
破
す
る
に
は「
二
つ
の
変
革
」が

必
要
に
な
る
。第
一
は
、「
経
済
・
社
会
制
度
の
変
革
」だ
。人

口
構
造
や
競
争
環
境
、技
術
の
変
化
の
先
を
読
み
、社
会
保
障

や
雇
用
な
ど
の
各
種
制
度
を
柔
軟
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
・
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。第
二
は
、「
科
学
技
術
の
変
革
」だ
。高
齢
化
に
よ
る
身
体

機
能
低
下
や
労
働
力
減
少
な
ど
先
進
国
共
有
の
課
題
は
、科

学
技
術
の
力
で
解
決
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。新
技
術
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
創
出
が
、潜
在
的
な
需
要
を

掘
り
起
こ
し
、結
果
と
し
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
効
果
も

期
待
で
き
る
。

　
新
興
国
に
お
い
て
、１
人
当
た
り
G
D
P
が
5
，0
0
0
ド

ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口
は
、2
0
0
0
年
時
点
の
2
億
人

か
ら
、2
0
1
5
年
に
は
24
億
人
に
ま
で
増
加
。2
0
3
0
年

に
か
け
て
は
、①
中
国
な
ど
の
中
所
得
国
が
高
所
得
国
に
、②

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
低
所
得
国
が
中
所
得
国
に
、そ
れ

ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
か
、が
焦
点
と
な
る
。イ
ン
ド
の

１
人
当
た
り
G
D
P
が
7
，0
0
0
ド
ル
程
度
ま
で
上
昇
す
れ

ば
、現
在
の
中
国
に
匹
敵
す
る
市
場
が
誕
生
。2
0
3
0
年
の

新
興
国
に
お
い
て
、5
，0
0
0
ド
ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口

が
36
億
人
、1.5
万
ド
ル
以
上
の
国
の
人
口
が
18
億
人
に
達
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
る
。

　
も
っ
と
も
、①
工
業
製
品
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
よ
る
付
加
価

値
率
低
下
、②
労
働
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
競
争
力
低
下
、③
中

国
や
A
S
E
A
N
の
一
部
で
進
行
す
る
高
齢
化
な
ど
、持
続

的
成
長
へ
の
課
題
も
あ
る
。貿
易
や
投
資
の
対
外
開
放
に
よ
る

生
産
性
上
昇
、人
材
や
研
究
開
発
力
の
強
化
、社
会
保
障
制

度
の
整
備
と
い
っ
た
取
り
組
み
の
成
否
が
、新
興
国
の
巨
大
な

市
場
の
誕
生
を
左
右
す
る
。

［図］主要国・地域の実質GDP成長率

出所：実績は各種公表資料、予測は三菱総合研究所

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た

2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
シ
ナ
リ
オ

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
が

世
界
の
競
争
条
件
を
ど
う
変
え
る
か

3

日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
を

実
現
す
る
た
め
の
四
つ
の
改
革

2
Point

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
で

需
給
両
面
の
底
上
げ

サ
ー
ビ
ス
を
示
し
、ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、「
未
来
の

わ
く
わ
く
ア
ン
ケ
ー
ト（
※
1
）」と
し
て
調
査
し
た
。そ
の
結

果
、高
機
能
住
宅
、ゲ
ノ
ム
解
析
治
療
、災
害
予
測
な
ど
、ま
だ

実
用
化
／
普
及
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
に
対
す
る
潜
在

需
要
が
い
か
に
大
き
い
か
が
確
認
さ
れ
た
。新
技
術
は
生
活
の

質
の
改
善
、社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
。ま
た
、新
技
術

の
活
用
次
第
で
、企
業
の
生
産
性
も
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
り
、需
給
両
面
で
成
長
押
し
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
3
0
年
に
は
ア
ジ
ア
新
興
国
に
巨
大
な
中
間
／
富
裕

層
の
誕
生
が
展
望
さ
れ
る
。日
本
企
業
が
中
間
／
富
裕
層
の

潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
製
品
・サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ

ば
、輸
出
、投
資
収
益
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
面
的
な
外
需
の

取
り
込
み
に
よ
り
日
本
の
成
長
が
加
速
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の

台
頭
に
よ
り
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
技
術
力
が
国
際
競
争
力
を

左
右
す
る
時
代
に
な
れ
ば
、生
産
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
地
位

も
相
対
的
に
高
ま
る
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、超
高
齢
社
会
で
制
度
疲
労
が

顕
現
化
し
て
い
る
。特
に
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
2
年
以
降
は
医
療
・
介
護
費
の
一
段
の
増
大
が
予
想

さ
れ
、過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
抑
制
や「
自
助
」の
範
囲
拡
大
に
向

け
た
制
度
改
革
は
急
務
だ
。同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
活

用
に
よ
り
、民
間
分
野
で
健
康
寿
命
延
伸
や
自
立
生
活
を
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
だ
。高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
と
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
両
立
で
き
れ

ば
、「
全
世
代
」の
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
り
、前
向
き
な
支
出

や
投
資
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
上
記
の
四
つ
の
改
革
が
実
現
し
た
場
合
、2
0
3
0
年
の

潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
の
0
%
程
度
か
ら
1.3
%
程
度
に

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。A
I
や
I
o
T
な
ど

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
社
会
／
経
済
へ
の
浸
透
が
、潜
在
成
長
率

を
1
%
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、労

働
力
の
最
大
活
用
や
省
エ
ネ
投
資
の
拡
大
も
成
長
率
の
引
き

上
げ
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う（
※
2
）。

　
欧
米
に
比
肩
す
る
成
長
実
現
に
よ
り
世
界
経
済
の
中
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
で
き
る
ほ
か
、１
人
当
た
り
G
D
P
は
標

準
シ
ナ
リ
オ
比
で
15
%
程
度
上
昇
す
る
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

成
長
の
果
実
を「
財
政
健
全
化
」と「
未
来
へ
の
投
資
」に
振

り
分
け
る
余
力
が
生
ま
れ
、「
生
活
の
質
向
上
」と「
持
続
的

な
成
長
実
現
」と
い
う
明
る
い
未
来
へ
の
道
が
開
け
る
。

（
※
1
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」を

利
用
。

（
※
2
）目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
尺
度
と
し
て
G
D
P
で
全
て
を
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
。特
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
利
便
性
向
上
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
な
ど
の
価
値
増
加
は
G
D
P
で
は
捉
え
き
れ

な
い
面
も
多
い
。

参
考
：
内
外
経
済
の
中
長
期
展
望（
2
0
1
6｜

2
0
3
0
年
度
）

（
2
0
1
6
．6
．22
）

http://w
w
w
.m
ri.co.jp/new

s/press/teigen/021859.htm
l

1
Point

時
代
の
求
め
に
応
じ
た
人
材
力
の
強
化

中
国
が
安
定
成
長
に
移
行
す
れ
ば
、

2
0
3
0
年
ま
で
に

米
中
G
D
P
逆
転
の
可
能
性

2
海外経済

潜
在
成
長
率
は
2
0
3
0
年
に

0
%
程
度
ま
で
低
下

3
日本経済

注1：世界のGDPに占めるウエイトはIMFに基づく（2016年4月World Economic Outlook、2015年、米ドルベース）
注2：ASEAN5は、インドネシア、タイ、マレーシア、フィリピン、ベトナム。

日　本（年度）

米　国

ユーロ圏

中　国

ASEAN5

インド

ブラジル

ロシア

0.6%

2.0%

0.6%

7.8%

5.0%

6.8%

1.6%

1.2%

2011-15

0.7%

2.2%

1.3%

6.1%

4.8%

7.5%

1.5%

1.3%

2016-20

0.3%

1.8%

0.8%

5.3%

4.3%

6.3%

2.1%

2.1%

2021-25

0.2%

1.7%

0.6%

4.2%

3.8%

5.2%

1.9%

2.2%

2026-30

5.6%

24.5%

15.8%

15.0%

2.8%

2.9%

2.4%

1.8%

予　測
歴年・前年比 世界GDPに占める

ウエイト
実　績
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A
I
や
I
o
T
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
は
、世
界
の
競

争
条
件
を
大
き
く
変
化
さ
せ
う
る
。人
間
の
仕
事
の
大
部

分
が
I
C
T
に
代
替
さ
れ
る
世
界
が
実
現
す
れ
ば
、生
産
拠

点
の
決
定
に
お
い
て
は
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
新
技
術
を
使

い
こ
な
す
高
度
人
材
の
有
無
、デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
整
備
状
況
な
ど
が
鍵
に

な
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
導
入
は
、従
来
の
技
術
革
新

と
異
な
り
既
存
の
市
場
や
雇
用
を
大
規
模
に
失
わ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。こ
の
観
点
で
は
、失
う
も
の
が
相
対
的
に
少
な
い

新
興
国
や
新
興
企
業
の
方
が
、破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
や
す
い
と
い
え
る
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
に
よ
り
、世

界
の
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
展
開
次
第
で
、2
0
3
0
年
の

世
界
経
済
は
大
き
く
異
な
る
姿
と
な
る
。

■
高
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国・新
興
国
と
も
に
、人
材
や
資

本
、貿
易
の
オ
ー
プ
ン
化
を
て
こ
に
経
済
・
社
会
制
度
の
改

革
を
進
め
、新
技
術
の
導
入
が
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
。新
興
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
徐
々
に
拡
大
す
る
が
、先

進
国
も
技
術
面
を
中
心
に
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
。

■
新
興
国
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
の
成
長
が

緩
や
か
に
鈍
化
し
て
い
く
中
、新
興
国
は
、内
生
的
な
技
術

力
の
向
上
や
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
、国・社
会
制

度
の
変
革
を
通
じ
て
高
成
長
を
実
現
。先
進
国
と
新
興
国

の
格
差
は
最
も
縮
小
す
る
。

■
格
差
拡
大
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
が
A
I
な
ど
新
技
術
の
活

用
に
よ
っ
て
高
齢
化
／
人
口
減
少
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
ね
返

し
、飛
躍
的
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
、新
興
国
は
構

造
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
技
術
力
の
向
上
に
失
敗
し
、両
者

の
格
差
が
広
が
る
。

■
低
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
戦
後
の
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
先
進
国
が
長
期
停
滞
に
陥
る
こ
と
で

内
向
き
志
向
を
強
め
る
。先
進
国
向
け
の
輸
出
や
投
資
の
停

滞
が
成
長
の
重
石
と
な
り
、新
興
国
の
構
造
改
革
も
進
ま

ず
、先
進
国
、新
興
国
と
も
に
成
長
停
滞
へ
。

　
こ
の
よ
う
に
、各
国・各
地
域
の
取
り
組
み
次
第
で
2
0
3
0

年
の
世
界
経
済
は
大
き
く
変
化
し
う
る
。以
下
で
は
、現
時
点

で
当
社
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
主
要
国
経
済

の
見
通
し
を
示
す
。

■
中
国
経
済
：
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、投
資
主
導
か
ら
消

費
主
導
へ
の
成
長
モ
デ
ル
移
行
を
背
景
に
、2
0
3
0
年
に

か
け
て
3
%
台
後
半
ま
で
緩
や
か
に
成
長
が
減
速
す
る
見

込
み
。そ
れ
で
も
１
人
当
た
り
G
D
P
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
2
万
ド
ル
を
超
え
、G
D
P
全
体
で
は
米
国
を
上
回
り
世

界
一
の
経
済
大
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
実
現
に
向
け
て
は
、①
債
務
問
題
の
解
決
、②
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
の
経
済
発
展
へ
の
転
換
、③
政
治
の
安
定

性
確
保
と
い
う
課
題
を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
れ

ら
の
課
題
が
克
服
で
き
な
け
れ
ば
、緩
や
か
な
成
長
減
速
シ

ナ
リ
オ
が
崩
れ
、不
連
続
に
失
速
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で

い
る
。

■
A
S
E
A
N
経
済
：
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
る
中
間
層

の
拡
大
と
、生
産
拠
点
と
し
て
の
魅
力
の
高
ま
り
か
ら
、

2
0
2
0
年
代
後
半
で
3
%
後
半
程
度
の
成
長
を
見
込

む
。リ
ス
ク
と
し
て
は
、①
生
産
性
上
昇
を
伴
わ
な
い
賃
金

上
昇
、②
社
会
保
障
制
度
や
所
得
再
分
配
機
能
の
未
整
備

に
よ
る
所
得
格
差
の
拡
大
、③
政
治
の
不
安
定
化
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
悪
化
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
米
国
経
済
：
金
融
危
機
後
の
構
造
調
整
圧
力
が
一
段
と
和

ら
い
で
お
り
、安
定
成
長
を
続
け
る
見
通
し
。I
C
T
な
ど

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
分
野
へ
の
投
資
の
強
化
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、2
0
3
0
年
に
か
け
て
1
％
台
後
半
の
潜

在
成
長
率
を
予
想
す
る
。リ
ス
ク
は
、格
差
拡
大
に
よ
る
人

的
資
本
の「
質
」低
下
、政
治
の
機
能
不
全
に
よ
る
制
度
改

革
や
財
政
再
建
の
遅
れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
ユ
ー
ロ
圏
経
済
：
2
0
2
0
年
ま
で
は
1
%
台
前
半
程
度

の
成
長
を
見
込
む
が
、2
0
2
0
年
以
降
は
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
減
少
が
加
速
す
る
た
め
、潜
在
成
長
率
は
一
段
と

低
下
す
る
見
込
み
。難
民
問
題
や
反
E
U
勢
力
の
台
頭
な

ど
、政
治
を
不
安
定
化
さ
せ
る
火
種
も
多
い
中
、金
融
・
財

政
政
策
の
発
動
余
地
が
少
な
く
、長
期
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
だ

日
本
経
済
の
よ
う
な「
日
本
化
」が
懸
念
さ
れ
る
。

　
現
在
の
日
本
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、社
会
保
障
費
や
財

政
赤
字
の
急
増
、将
来
へ
の
不
安
な
ど
、成
熟
国
な
ら
で
は
の

課
題
に
直
面
。現
状
の
延
長
で
は
、経
済
活
力
の
低
下
と
と
も

に
、こ
れ
ら
の
課
題
も
一
段
と
深
刻
化
す
る
。こ
う
し
た
中
、

2
0
3
0
年
に
向
け
て
日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
と

は
、「
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
誇
り
と
心
の
豊
か
さ
と
活

力
を
持
っ
て
、学
び
働
き
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
は
、2
0
3
0
年

度
に
か
け
て
0
%
程
度
ま
で
低
下
す
る
。成
長
期
待
の
低
下

は
、設
備
投
資
や
研
究
開
発
、人
材
育
成
な
ど「
未
来
へ
の
投

資
」を
一
段
と
鈍
ら
せ
、活
力
低
下
と
と
も
に
国
民
の
不
安
を

増
幅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。持
続
可
能
か
つ
活
力
あ
る
日

本
経
済
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
四

つ
で
あ
る
。

　
人
材
は
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
。A
I
な
ど
新
技
術
の

台
頭
で
、人
間
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
大
き
く
変
容
す
る
中
、

労
働
力
の「
質
」向
上
が
重
要
に
な
る
。当
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、若
年
層
を
中
心
に
日
本
の
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
へ
の
意

欲
は
高
い
が
、こ
う
し
た
意
欲
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
も
、

硬
直
的
な
雇
用
市
場
・
制
度
の
改
革
や
、教
育
・
職
業
訓
練
の

あ
り
方
を
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
A
I
や
I
o
T
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普

及・発
展
は
、国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
大
き
な
変

革
を
も
た
ら
す
。当
社
で
は
、2
0
1
6
年
4
月
に
消
費
者

5
，0
0
0
名
に
対
し
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普
及
に
よ
り

2
0
3
0
年
ま
で
に
生
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
50
の
製
品
や
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世
界
経
済
は
引
き
続
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。先
進
国

で
は
、金
融
危
機
以
降
、長
期
停
滞
論
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。中
長
期
的
な
期
待
成
長
率
の
低
下
に
よ
り
企
業
が
投
資

を
抑
制
し
て
お
り
、マ
ク
ロ
の
貯
蓄
と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

化
。新
興
国
で
も
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
齢
化
の
進
行
が
成
長

を
鈍
化
さ
せ
る
と
見
ら
れ
、中
長
期
的
に
は
世
界
経
済
の
成

長
鈍
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
だ
が
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
が
変
わ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ

る
。人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、社
会
課
題
が
深
刻
化
し
、

そ
の
コ
ス
ト
が
極
限
ま
で
達
し
た
際
、そ
れ
を
克
服
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
た
。A
I
、ロ
ボ
ッ
ト
、ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
の
新
技
術
を
最
大
活
用
す
る
と
と
も
に
、人
口
減

と
高
齢
化
に
備
え
た
財
政
・
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
の
人
材
育
成
や
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な

ど
、社
会
制
度
の
変
革
も
併
せ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。以

上
の
観
点
か
ら
、2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
の
姿
を
左
右
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
三
つ
挙
げ
る
。

　
先
進
国
で
は
、高
齢
化
と
生
産
性
の
伸
び
鈍
化
を
背
景
に

自
然
体
で
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、一
部
に
は
長
期
停

滞
局
面
に
陥
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。ま
た
、社
会・経
済
の
制

度
疲
労
が
顕
在
化
し
て
い
る
ほ
か
、新
興
国
の
技
術
力
の
向
上

に
よ
り
世
界
で
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　
先
進
国
が
長
期
停
滞
を
打
破
す
る
に
は「
二
つ
の
変
革
」が

必
要
に
な
る
。第
一
は
、「
経
済
・
社
会
制
度
の
変
革
」だ
。人

口
構
造
や
競
争
環
境
、技
術
の
変
化
の
先
を
読
み
、社
会
保
障

や
雇
用
な
ど
の
各
種
制
度
を
柔
軟
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
・
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。第
二
は
、「
科
学
技
術
の
変
革
」だ
。高
齢
化
に
よ
る
身
体

機
能
低
下
や
労
働
力
減
少
な
ど
先
進
国
共
有
の
課
題
は
、科

学
技
術
の
力
で
解
決
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。新
技
術
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
創
出
が
、潜
在
的
な
需
要
を

掘
り
起
こ
し
、結
果
と
し
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
効
果
も

期
待
で
き
る
。

　
新
興
国
に
お
い
て
、１
人
当
た
り
G
D
P
が
5
，0
0
0
ド

ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口
は
、2
0
0
0
年
時
点
の
2
億
人

か
ら
、2
0
1
5
年
に
は
24
億
人
に
ま
で
増
加
。2
0
3
0
年

に
か
け
て
は
、①
中
国
な
ど
の
中
所
得
国
が
高
所
得
国
に
、②

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
低
所
得
国
が
中
所
得
国
に
、そ
れ

ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
か
、が
焦
点
と
な
る
。イ
ン
ド
の

１
人
当
た
り
G
D
P
が
7
，0
0
0
ド
ル
程
度
ま
で
上
昇
す
れ

ば
、現
在
の
中
国
に
匹
敵
す
る
市
場
が
誕
生
。2
0
3
0
年
の

新
興
国
に
お
い
て
、5
，0
0
0
ド
ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口

が
36
億
人
、1.5
万
ド
ル
以
上
の
国
の
人
口
が
18
億
人
に
達
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
る
。

　
も
っ
と
も
、①
工
業
製
品
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
よ
る
付
加
価

値
率
低
下
、②
労
働
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
競
争
力
低
下
、③
中

国
や
A
S
E
A
N
の
一
部
で
進
行
す
る
高
齢
化
な
ど
、持
続

的
成
長
へ
の
課
題
も
あ
る
。貿
易
や
投
資
の
対
外
開
放
に
よ
る

生
産
性
上
昇
、人
材
や
研
究
開
発
力
の
強
化
、社
会
保
障
制

度
の
整
備
と
い
っ
た
取
り
組
み
の
成
否
が
、新
興
国
の
巨
大
な

市
場
の
誕
生
を
左
右
す
る
。

［図］主要国・地域の実質GDP成長率

出所：実績は各種公表資料、予測は三菱総合研究所

三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
を
踏
ま
え
た

2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
シ
ナ
リ
オ

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
が

世
界
の
競
争
条
件
を
ど
う
変
え
る
か

3

日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
を

実
現
す
る
た
め
の
四
つ
の
改
革

2
Point

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
で

需
給
両
面
の
底
上
げ

サ
ー
ビ
ス
を
示
し
、ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、「
未
来
の

わ
く
わ
く
ア
ン
ケ
ー
ト（
※
1
）」と
し
て
調
査
し
た
。そ
の
結

果
、高
機
能
住
宅
、ゲ
ノ
ム
解
析
治
療
、災
害
予
測
な
ど
、ま
だ

実
用
化
／
普
及
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
に
対
す
る
潜
在

需
要
が
い
か
に
大
き
い
か
が
確
認
さ
れ
た
。新
技
術
は
生
活
の

質
の
改
善
、社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
。ま
た
、新
技
術

の
活
用
次
第
で
、企
業
の
生
産
性
も
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
り
、需
給
両
面
で
成
長
押
し
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
3
0
年
に
は
ア
ジ
ア
新
興
国
に
巨
大
な
中
間
／
富
裕

層
の
誕
生
が
展
望
さ
れ
る
。日
本
企
業
が
中
間
／
富
裕
層
の

潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
製
品
・サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ

ば
、輸
出
、投
資
収
益
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
面
的
な
外
需
の

取
り
込
み
に
よ
り
日
本
の
成
長
が
加
速
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の

台
頭
に
よ
り
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
技
術
力
が
国
際
競
争
力
を

左
右
す
る
時
代
に
な
れ
ば
、生
産
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
地
位

も
相
対
的
に
高
ま
る
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、超
高
齢
社
会
で
制
度
疲
労
が

顕
現
化
し
て
い
る
。特
に
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
2
年
以
降
は
医
療
・
介
護
費
の
一
段
の
増
大
が
予
想

さ
れ
、過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
抑
制
や「
自
助
」の
範
囲
拡
大
に
向

け
た
制
度
改
革
は
急
務
だ
。同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
活

用
に
よ
り
、民
間
分
野
で
健
康
寿
命
延
伸
や
自
立
生
活
を
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
だ
。高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
と
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
両
立
で
き
れ

ば
、「
全
世
代
」の
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
り
、前
向
き
な
支
出

や
投
資
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
上
記
の
四
つ
の
改
革
が
実
現
し
た
場
合
、2
0
3
0
年
の

潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
の
0
%
程
度
か
ら
1.3
%
程
度
に

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。A
I
や
I
o
T
な
ど

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
社
会
／
経
済
へ
の
浸
透
が
、潜
在
成
長
率

を
1
%
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、労

働
力
の
最
大
活
用
や
省
エ
ネ
投
資
の
拡
大
も
成
長
率
の
引
き

上
げ
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う（
※
2
）。

　
欧
米
に
比
肩
す
る
成
長
実
現
に
よ
り
世
界
経
済
の
中
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
で
き
る
ほ
か
、１
人
当
た
り
G
D
P
は
標

準
シ
ナ
リ
オ
比
で
15
%
程
度
上
昇
す
る
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

成
長
の
果
実
を「
財
政
健
全
化
」と「
未
来
へ
の
投
資
」に
振

り
分
け
る
余
力
が
生
ま
れ
、「
生
活
の
質
向
上
」と「
持
続
的

な
成
長
実
現
」と
い
う
明
る
い
未
来
へ
の
道
が
開
け
る
。

（
※
1
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」を

利
用
。

（
※
2
）目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
尺
度
と
し
て
G
D
P
で
全
て
を
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
。特
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
利
便
性
向
上
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
な
ど
の
価
値
増
加
は
G
D
P
で
は
捉
え
き
れ

な
い
面
も
多
い
。

参
考
：
内
外
経
済
の
中
長
期
展
望（
2
0
1
6｜

2
0
3
0
年
度
）

（
2
0
1
6
．6
．22
）

http://w
w
w
.m
ri.co.jp/new

s/press/teigen/021859.htm
l

1
Point

時
代
の
求
め
に
応
じ
た
人
材
力
の
強
化

中
国
が
安
定
成
長
に
移
行
す
れ
ば
、

2
0
3
0
年
ま
で
に

米
中
G
D
P
逆
転
の
可
能
性

2
海外経済

潜
在
成
長
率
は
2
0
3
0
年
に

0
%
程
度
ま
で
低
下

3
日本経済

注1：世界のGDPに占めるウエイトはIMFに基づく（2016年4月World Economic Outlook、2015年、米ドルベース）
注2：ASEAN5は、インドネシア、タイ、マレーシア、フィリピン、ベトナム。

日　本（年度）

米　国

ユーロ圏

中　国

ASEAN5

インド

ブラジル

ロシア

0.6%

2.0%

0.6%

7.8%

5.0%

6.8%

1.6%

1.2%

2011-15

0.7%

2.2%

1.3%

6.1%

4.8%

7.5%

1.5%

1.3%

2016-20

0.3%

1.8%

0.8%

5.3%

4.3%

6.3%

2.1%

2.1%

2021-25

0.2%

1.7%

0.6%

4.2%

3.8%

5.2%

1.9%

2.2%

2026-30

5.6%

24.5%

15.8%

15.0%

2.8%

2.9%

2.4%

1.8%

予　測
歴年・前年比 世界GDPに占める

ウエイト
実　績
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A
I
や
I
o
T
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
は
、世
界
の
競

争
条
件
を
大
き
く
変
化
さ
せ
う
る
。人
間
の
仕
事
の
大
部

分
が
I
C
T
に
代
替
さ
れ
る
世
界
が
実
現
す
れ
ば
、生
産
拠

点
の
決
定
に
お
い
て
は
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
新
技
術
を
使

い
こ
な
す
高
度
人
材
の
有
無
、デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
整
備
状
況
な
ど
が
鍵
に

な
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
導
入
は
、従
来
の
技
術
革
新

と
異
な
り
既
存
の
市
場
や
雇
用
を
大
規
模
に
失
わ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。こ
の
観
点
で
は
、失
う
も
の
が
相
対
的
に
少
な
い

新
興
国
や
新
興
企
業
の
方
が
、破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
や
す
い
と
い
え
る
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
に
よ
り
、世

界
の
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
展
開
次
第
で
、2
0
3
0
年
の

世
界
経
済
は
大
き
く
異
な
る
姿
と
な
る
。

■
高
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国・新
興
国
と
も
に
、人
材
や
資

本
、貿
易
の
オ
ー
プ
ン
化
を
て
こ
に
経
済
・
社
会
制
度
の
改

革
を
進
め
、新
技
術
の
導
入
が
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
。新
興
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
徐
々
に
拡
大
す
る
が
、先

進
国
も
技
術
面
を
中
心
に
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
。

■
新
興
国
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
の
成
長
が

緩
や
か
に
鈍
化
し
て
い
く
中
、新
興
国
は
、内
生
的
な
技
術

力
の
向
上
や
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
、国・社
会
制

度
の
変
革
を
通
じ
て
高
成
長
を
実
現
。先
進
国
と
新
興
国

の
格
差
は
最
も
縮
小
す
る
。

■
格
差
拡
大
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
が
A
I
な
ど
新
技
術
の
活

用
に
よ
っ
て
高
齢
化
／
人
口
減
少
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
ね
返

し
、飛
躍
的
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
、新
興
国
は
構

造
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
技
術
力
の
向
上
に
失
敗
し
、両
者

の
格
差
が
広
が
る
。

■
低
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
戦
後
の
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
先
進
国
が
長
期
停
滞
に
陥
る
こ
と
で

内
向
き
志
向
を
強
め
る
。先
進
国
向
け
の
輸
出
や
投
資
の
停

滞
が
成
長
の
重
石
と
な
り
、新
興
国
の
構
造
改
革
も
進
ま

ず
、先
進
国
、新
興
国
と
も
に
成
長
停
滞
へ
。

　
こ
の
よ
う
に
、各
国・各
地
域
の
取
り
組
み
次
第
で
2
0
3
0

年
の
世
界
経
済
は
大
き
く
変
化
し
う
る
。以
下
で
は
、現
時
点

で
当
社
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
主
要
国
経
済

の
見
通
し
を
示
す
。

■
中
国
経
済
：
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、投
資
主
導
か
ら
消

費
主
導
へ
の
成
長
モ
デ
ル
移
行
を
背
景
に
、2
0
3
0
年
に

か
け
て
3
%
台
後
半
ま
で
緩
や
か
に
成
長
が
減
速
す
る
見

込
み
。そ
れ
で
も
１
人
当
た
り
G
D
P
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
2
万
ド
ル
を
超
え
、G
D
P
全
体
で
は
米
国
を
上
回
り
世

界
一
の
経
済
大
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
実
現
に
向
け
て
は
、①
債
務
問
題
の
解
決
、②
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
の
経
済
発
展
へ
の
転
換
、③
政
治
の
安
定

性
確
保
と
い
う
課
題
を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
れ

ら
の
課
題
が
克
服
で
き
な
け
れ
ば
、緩
や
か
な
成
長
減
速
シ

ナ
リ
オ
が
崩
れ
、不
連
続
に
失
速
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で

い
る
。

■
A
S
E
A
N
経
済
：
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
る
中
間
層

の
拡
大
と
、生
産
拠
点
と
し
て
の
魅
力
の
高
ま
り
か
ら
、

2
0
2
0
年
代
後
半
で
3
%
後
半
程
度
の
成
長
を
見
込

む
。リ
ス
ク
と
し
て
は
、①
生
産
性
上
昇
を
伴
わ
な
い
賃
金

上
昇
、②
社
会
保
障
制
度
や
所
得
再
分
配
機
能
の
未
整
備

に
よ
る
所
得
格
差
の
拡
大
、③
政
治
の
不
安
定
化
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
悪
化
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
米
国
経
済
：
金
融
危
機
後
の
構
造
調
整
圧
力
が
一
段
と
和

ら
い
で
お
り
、安
定
成
長
を
続
け
る
見
通
し
。I
C
T
な
ど

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
分
野
へ
の
投
資
の
強
化
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、2
0
3
0
年
に
か
け
て
1
％
台
後
半
の
潜

在
成
長
率
を
予
想
す
る
。リ
ス
ク
は
、格
差
拡
大
に
よ
る
人

的
資
本
の「
質
」低
下
、政
治
の
機
能
不
全
に
よ
る
制
度
改

革
や
財
政
再
建
の
遅
れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
ユ
ー
ロ
圏
経
済
：
2
0
2
0
年
ま
で
は
1
%
台
前
半
程
度

の
成
長
を
見
込
む
が
、2
0
2
0
年
以
降
は
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
減
少
が
加
速
す
る
た
め
、潜
在
成
長
率
は
一
段
と

低
下
す
る
見
込
み
。難
民
問
題
や
反
E
U
勢
力
の
台
頭
な

ど
、政
治
を
不
安
定
化
さ
せ
る
火
種
も
多
い
中
、金
融
・
財

政
政
策
の
発
動
余
地
が
少
な
く
、長
期
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
だ

日
本
経
済
の
よ
う
な「
日
本
化
」が
懸
念
さ
れ
る
。

　
現
在
の
日
本
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、社
会
保
障
費
や
財

政
赤
字
の
急
増
、将
来
へ
の
不
安
な
ど
、成
熟
国
な
ら
で
は
の

課
題
に
直
面
。現
状
の
延
長
で
は
、経
済
活
力
の
低
下
と
と
も

に
、こ
れ
ら
の
課
題
も
一
段
と
深
刻
化
す
る
。こ
う
し
た
中
、

2
0
3
0
年
に
向
け
て
日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
と

は
、「
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
誇
り
と
心
の
豊
か
さ
と
活

力
を
持
っ
て
、学
び
働
き
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
は
、2
0
3
0
年

度
に
か
け
て
0
%
程
度
ま
で
低
下
す
る
。成
長
期
待
の
低
下

は
、設
備
投
資
や
研
究
開
発
、人
材
育
成
な
ど「
未
来
へ
の
投

資
」を
一
段
と
鈍
ら
せ
、活
力
低
下
と
と
も
に
国
民
の
不
安
を

増
幅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。持
続
可
能
か
つ
活
力
あ
る
日

本
経
済
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
四

つ
で
あ
る
。

　
人
材
は
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
。A
I
な
ど
新
技
術
の

台
頭
で
、人
間
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
大
き
く
変
容
す
る
中
、

労
働
力
の「
質
」向
上
が
重
要
に
な
る
。当
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、若
年
層
を
中
心
に
日
本
の
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
へ
の
意

欲
は
高
い
が
、こ
う
し
た
意
欲
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
も
、

硬
直
的
な
雇
用
市
場
・
制
度
の
改
革
や
、教
育
・
職
業
訓
練
の

あ
り
方
を
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
A
I
や
I
o
T
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普

及・発
展
は
、国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
大
き
な
変

革
を
も
た
ら
す
。当
社
で
は
、2
0
1
6
年
4
月
に
消
費
者

5
，0
0
0
名
に
対
し
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普
及
に
よ
り

2
0
3
0
年
ま
で
に
生
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
50
の
製
品
や
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世
界
経
済
は
引
き
続
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。先
進
国

で
は
、金
融
危
機
以
降
、長
期
停
滞
論
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。中
長
期
的
な
期
待
成
長
率
の
低
下
に
よ
り
企
業
が
投
資

を
抑
制
し
て
お
り
、マ
ク
ロ
の
貯
蓄
と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

化
。新
興
国
で
も
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
齢
化
の
進
行
が
成
長

を
鈍
化
さ
せ
る
と
見
ら
れ
、中
長
期
的
に
は
世
界
経
済
の
成

長
鈍
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
だ
が
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
が
変
わ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ

る
。人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、社
会
課
題
が
深
刻
化
し
、

そ
の
コ
ス
ト
が
極
限
ま
で
達
し
た
際
、そ
れ
を
克
服
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
た
。A
I
、ロ
ボ
ッ
ト
、ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
の
新
技
術
を
最
大
活
用
す
る
と
と
も
に
、人
口
減

と
高
齢
化
に
備
え
た
財
政
・
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
の
人
材
育
成
や
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な

ど
、社
会
制
度
の
変
革
も
併
せ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。以

上
の
観
点
か
ら
、2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
の
姿
を
左
右
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
三
つ
挙
げ
る
。

　
先
進
国
で
は
、高
齢
化
と
生
産
性
の
伸
び
鈍
化
を
背
景
に

自
然
体
で
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、一
部
に
は
長
期
停

滞
局
面
に
陥
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。ま
た
、社
会・経
済
の
制

度
疲
労
が
顕
在
化
し
て
い
る
ほ
か
、新
興
国
の
技
術
力
の
向
上

に
よ
り
世
界
で
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　
先
進
国
が
長
期
停
滞
を
打
破
す
る
に
は「
二
つ
の
変
革
」が

必
要
に
な
る
。第
一
は
、「
経
済
・
社
会
制
度
の
変
革
」だ
。人

口
構
造
や
競
争
環
境
、技
術
の
変
化
の
先
を
読
み
、社
会
保
障

や
雇
用
な
ど
の
各
種
制
度
を
柔
軟
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
・
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。第
二
は
、「
科
学
技
術
の
変
革
」だ
。高
齢
化
に
よ
る
身
体

機
能
低
下
や
労
働
力
減
少
な
ど
先
進
国
共
有
の
課
題
は
、科

学
技
術
の
力
で
解
決
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。新
技
術
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
創
出
が
、潜
在
的
な
需
要
を

掘
り
起
こ
し
、結
果
と
し
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
効
果
も

期
待
で
き
る
。

　
新
興
国
に
お
い
て
、１
人
当
た
り
G
D
P
が
5
，0
0
0
ド

ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口
は
、2
0
0
0
年
時
点
の
2
億
人

か
ら
、2
0
1
5
年
に
は
24
億
人
に
ま
で
増
加
。2
0
3
0
年

に
か
け
て
は
、①
中
国
な
ど
の
中
所
得
国
が
高
所
得
国
に
、②

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
低
所
得
国
が
中
所
得
国
に
、そ
れ

ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
か
、が
焦
点
と
な
る
。イ
ン
ド
の

１
人
当
た
り
G
D
P
が
7
，0
0
0
ド
ル
程
度
ま
で
上
昇
す
れ

ば
、現
在
の
中
国
に
匹
敵
す
る
市
場
が
誕
生
。2
0
3
0
年
の

新
興
国
に
お
い
て
、5
，0
0
0
ド
ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口

が
36
億
人
、1.5
万
ド
ル
以
上
の
国
の
人
口
が
18
億
人
に
達
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
る
。

　
も
っ
と
も
、①
工
業
製
品
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
よ
る
付
加
価

値
率
低
下
、②
労
働
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
競
争
力
低
下
、③
中

国
や
A
S
E
A
N
の
一
部
で
進
行
す
る
高
齢
化
な
ど
、持
続

的
成
長
へ
の
課
題
も
あ
る
。貿
易
や
投
資
の
対
外
開
放
に
よ
る

生
産
性
上
昇
、人
材
や
研
究
開
発
力
の
強
化
、社
会
保
障
制

度
の
整
備
と
い
っ
た
取
り
組
み
の
成
否
が
、新
興
国
の
巨
大
な

市
場
の
誕
生
を
左
右
す
る
。
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スマートメーターを
地域で活用する
政策・公共部門　中村 秀治

　
東
京
電
力
エ
リ
ア
で
は
、2
0
2
0
年
度
ま
で
に
全
家
庭
に

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
。電
力
小
売
自
由

化
で
購
入
先
を
変
更
す
る
に
は
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、4
月
以
降
、需
要
が
集
中
し
て
工
事
が
追
い
つ
か

な
い
ほ
ど
、家
庭
か
ら
の
注
目
度
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
各
家
庭
で
は
、月
次
の
使
用
量
を
月
に
一
度
、紙

で
知
ら
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。し
か
し
、ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

導
入
に
よ
り
、30
分
ご
と
の
使
用
量
を
W
e
b
で
確
認
で
き
る

な
ど
、き
め
細
か
い
測
定
が
可
能
と
な
る
。こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
使
っ
て
、省
エ
ネ
家
電
の
導
入
効
果
、消
費
電
力
と
家
族
の

生
活
履
歴
と
の
関
係
、室
温
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
て
窓
を
ペ

ア
グ
ラ
ス
に
し
た
場
合
の
節
電
効
果
な
ど
も
、W
e
b
で
簡
単

に
分
析
し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
実
証
で
は
20
%
以
上
の
削
減
効
果
を
も
た
ら
す
節
電
方
法

も
報
告
さ
れ
て
お
り
、家
庭
で
デ
ー
タ
の「
見
え
る
化
」が
進
め

ば
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
活
発
化
す
る
は
ず
だ
。す
で
に

W
e
b
上
で
は
、価
格
比
較
サ
イ
ト
の
掲
示
板
や
S
N
S
を
活

用
し
て
消
費
者
が
活
発
に
体
験
を
報
告
し
合
っ
て
い
る
。蓄
積

さ
れ
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
A
I
で
解
析
し
個
別
に
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。多
く
の
家

庭
で
節
電
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、節
電
に
向

け
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　一
方
、地
域
の
資
源
を
駆
使
し
て
電
力
事
業
に
取
り
組
む
自

治
体
も
増
え
て
い
る
。岡
山
県
真
庭
市
で
は
、市
域
内
か
ら
出

る
廃
材
だ
け
で
2.2
万
世
帯
分
を
賄
え
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が

可
能
と
判
明
し
た
。福
岡
県
み
や
ま
市
や
鹿
児
島
県
肝
付
町

で
は
電
力
の
地
産
地
消
を
目
指
す
事
業
体
同
士
が
提
携
し
て

い
る
。日
照
や
風
、水
な
ど
の
資
源
は
、各
地
域
で
得
ら
れ
る
時

期
や
量
が
異
な
り
電
力
供
給
の
リ
ズ
ム
は
大
き
く
揺
ら
ぐ
。し

か
し
、ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
各
家
庭
に
お
け
る
電
力

需
要
を
時
間
や
場
所
、家
族
構
成
な
ど
の
要
因
別
に
把
握
し
、

こ
れ
を
基
に
供
給
側
が
最
適
な
地
域
送
配
電
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
れ
ば
、的
確
な
需
給
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
る
。太

陽
光
発
電
と
電
池
だ
け
で
自
給
自
足
を
目
指
す
先
駆
的
な
家

庭
も
出
て
き
て
お
り
、そ
う
し
た
家
庭
同
士
が
地
域
内
で
協

［図］電気代ゼロの「オフグリッド」生活の例

出所：三菱総合研究所

力
す
れ
ば
可
能
性
は
広
が
る
。加
え
て
、地
場
の
他
の
電
源
を

公
共
財
と
し
て
運
営
で
き
れ
ば
、地
域
単
位
で
電
気
代
ゼ
ロ
の

「
オ
フ
グ
リ
ッ
ド（
※
1
）」生
活
が
実
現
す
る
日
も
そ
う
遠
く

は
な
い
。

（
※
1
）既
存
の
電
力
会
社
の
送
配
電
網
と
つ
な
が
な
い
状
態
。

サ
ー
ビ
ス
を
示
し
、ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、「
未
来
の

わ
く
わ
く
ア
ン
ケ
ー
ト（
※
1
）」と
し
て
調
査
し
た
。そ
の
結

果
、高
機
能
住
宅
、ゲ
ノ
ム
解
析
治
療
、災
害
予
測
な
ど
、ま
だ

実
用
化
／
普
及
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
に
対
す
る
潜
在

需
要
が
い
か
に
大
き
い
か
が
確
認
さ
れ
た
。新
技
術
は
生
活
の

質
の
改
善
、社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
。ま
た
、新
技
術

の
活
用
次
第
で
、企
業
の
生
産
性
も
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
り
、需
給
両
面
で
成
長
押
し
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
3
0
年
に
は
ア
ジ
ア
新
興
国
に
巨
大
な
中
間
／
富
裕

層
の
誕
生
が
展
望
さ
れ
る
。日
本
企
業
が
中
間
／
富
裕
層
の

潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
製
品
・サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ

ば
、輸
出
、投
資
収
益
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
面
的
な
外
需
の

取
り
込
み
に
よ
り
日
本
の
成
長
が
加
速
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の

台
頭
に
よ
り
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
技
術
力
が
国
際
競
争
力
を

左
右
す
る
時
代
に
な
れ
ば
、生
産
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
地
位

も
相
対
的
に
高
ま
る
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、超
高
齢
社
会
で
制
度
疲
労
が

顕
現
化
し
て
い
る
。特
に
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
2
年
以
降
は
医
療
・
介
護
費
の
一
段
の
増
大
が
予
想

さ
れ
、過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
抑
制
や「
自
助
」の
範
囲
拡
大
に
向

け
た
制
度
改
革
は
急
務
だ
。同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
活

用
に
よ
り
、民
間
分
野
で
健
康
寿
命
延
伸
や
自
立
生
活
を
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
だ
。高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
と
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
両
立
で
き
れ

ば
、「
全
世
代
」の
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
り
、前
向
き
な
支
出

や
投
資
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
上
記
の
四
つ
の
改
革
が
実
現
し
た
場
合
、2
0
3
0
年
の

潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
の
0
%
程
度
か
ら
1.3
%
程
度
に

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。A
I
や
I
o
T
な
ど

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
社
会
／
経
済
へ
の
浸
透
が
、潜
在
成
長
率

を
1
%
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、労

働
力
の
最
大
活
用
や
省
エ
ネ
投
資
の
拡
大
も
成
長
率
の
引
き

上
げ
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う（
※
2
）。

　
欧
米
に
比
肩
す
る
成
長
実
現
に
よ
り
世
界
経
済
の
中
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
で
き
る
ほ
か
、１
人
当
た
り
G
D
P
は
標

準
シ
ナ
リ
オ
比
で
15
%
程
度
上
昇
す
る
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

成
長
の
果
実
を「
財
政
健
全
化
」と「
未
来
へ
の
投
資
」に
振

り
分
け
る
余
力
が
生
ま
れ
、「
生
活
の
質
向
上
」と「
持
続
的

な
成
長
実
現
」と
い
う
明
る
い
未
来
へ
の
道
が
開
け
る
。

（
※
1
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」を

利
用
。

（
※
2
）目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
尺
度
と
し
て
G
D
P
で
全
て
を
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
。特
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
利
便
性
向
上
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
な
ど
の
価
値
増
加
は
G
D
P
で
は
捉
え
き
れ

な
い
面
も
多
い
。

参
考
：
内
外
経
済
の
中
長
期
展
望（
2
0
1
6｜

2
0
3
0
年
度
）

（
2
0
1
6
．6
．22
）

http://w
w
w
.m
ri.co.jp/new

s/press/teigen/021859.htm
l

四
つ
の
改
革
の
実
現
に
よ
り
、

目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
実
現
に
近
づ
く

3
Point

ア
ジ
ア
の
中
間
／
富
裕
層
需
要
の

多
面
的
な
取
り
込
み

4
Point

2
0
2
2
年
ま
で
の

社
会
保
障
制
度
の
集
中
改
革

●スマートメーターにより、詳細な電力消費データの「見える化」が進む。

●地域全体を個別家庭ごとに分析できれば、さらに的確な需要管理が可能。

●供給側の最適化や電源の一部公共財化などで地域単位の電気代ゼロ生活も可能に。

家族構成や生活リズム、
節電アクション、太陽光
発電装備など、個々の
違いを協力し合い、詳細
な需要パターンを把握

■詳細な需要パターンと多様な供給パターンの
ベストマッチングを実現

■必要な設備投資の工夫により、地域単位で
オフグリッドによる電気代ゼロ生活が可能

地域の固有資源による
多様な電力供給を詳細
に管理運用

地域単位での最適化四人家庭 森林資源

日照

小水力

風力

カップル

単身家庭

高齢夫婦
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A
I
や
I
o
T
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
は
、世
界
の
競

争
条
件
を
大
き
く
変
化
さ
せ
う
る
。人
間
の
仕
事
の
大
部

分
が
I
C
T
に
代
替
さ
れ
る
世
界
が
実
現
す
れ
ば
、生
産
拠

点
の
決
定
に
お
い
て
は
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
新
技
術
を
使

い
こ
な
す
高
度
人
材
の
有
無
、デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
、情
報
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
を
め
ぐ
る
法
制
度
の
整
備
状
況
な
ど
が
鍵
に

な
る
。

　
一
方
で
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
導
入
は
、従
来
の
技
術
革
新

と
異
な
り
既
存
の
市
場
や
雇
用
を
大
規
模
に
失
わ
せ
る
可
能

性
が
あ
る
。こ
の
観
点
で
は
、失
う
も
の
が
相
対
的
に
少
な
い

新
興
国
や
新
興
企
業
の
方
が
、破
壊
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生

ま
れ
や
す
い
と
い
え
る
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
台
頭
に
よ
り
、世

界
の
競
争
パ
ラ
ダ
イ
ム
の
変
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
こ
れ
ら
三
つ
の
ポ
イ
ン
ト
の
展
開
次
第
で
、2
0
3
0
年
の

世
界
経
済
は
大
き
く
異
な
る
姿
と
な
る
。

■
高
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国・新
興
国
と
も
に
、人
材
や
資

本
、貿
易
の
オ
ー
プ
ン
化
を
て
こ
に
経
済
・
社
会
制
度
の
改

革
を
進
め
、新
技
術
の
導
入
が
生
産
性
を
飛
躍
的
に
向
上

さ
せ
る
。新
興
国
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
は
徐
々
に
拡
大
す
る
が
、先

進
国
も
技
術
面
を
中
心
に
世
界
を
リ
ー
ド
し
続
け
る
。

■
新
興
国
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
の
成
長
が

緩
や
か
に
鈍
化
し
て
い
く
中
、新
興
国
は
、内
生
的
な
技
術

力
の
向
上
や
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
最
大
活
用
、国・社
会
制

度
の
変
革
を
通
じ
て
高
成
長
を
実
現
。先
進
国
と
新
興
国

の
格
差
は
最
も
縮
小
す
る
。

■
格
差
拡
大
シ
ナ
リ
オ
：
先
進
国
が
A
I
な
ど
新
技
術
の
活

用
に
よ
っ
て
高
齢
化
／
人
口
減
少
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を
は
ね
返

し
、飛
躍
的
に
生
産
性
を
向
上
さ
せ
る
一
方
、新
興
国
は
構

造
問
題
へ
の
取
り
組
み
や
技
術
力
の
向
上
に
失
敗
し
、両
者

の
格
差
が
広
が
る
。

■
低
成
長
シ
ナ
リ
オ
：
政
治
的
に
も
経
済
的
に
も
戦
後
の
世

界
を
リ
ー
ド
し
て
き
た
先
進
国
が
長
期
停
滞
に
陥
る
こ
と
で

内
向
き
志
向
を
強
め
る
。先
進
国
向
け
の
輸
出
や
投
資
の
停

滞
が
成
長
の
重
石
と
な
り
、新
興
国
の
構
造
改
革
も
進
ま

ず
、先
進
国
、新
興
国
と
も
に
成
長
停
滞
へ
。

　
こ
の
よ
う
に
、各
国・各
地
域
の
取
り
組
み
次
第
で
2
0
3
0

年
の
世
界
経
済
は
大
き
く
変
化
し
う
る
。以
下
で
は
、現
時
点

で
当
社
が
も
っ
と
も
蓋
然
性
が
高
い
と
考
え
る
主
要
国
経
済

の
見
通
し
を
示
す
。

■
中
国
経
済
：
少
子
高
齢
化
の
進
展
や
、投
資
主
導
か
ら
消

費
主
導
へ
の
成
長
モ
デ
ル
移
行
を
背
景
に
、2
0
3
0
年
に

か
け
て
3
%
台
後
半
ま
で
緩
や
か
に
成
長
が
減
速
す
る
見

込
み
。そ
れ
で
も
１
人
当
た
り
G
D
P
は
2
0
3
0
年
ま
で

に
2
万
ド
ル
を
超
え
、G
D
P
全
体
で
は
米
国
を
上
回
り
世

界
一
の
経
済
大
国
と
な
る
で
あ
ろ
う
。た
だ
し
、こ
う
し
た
シ

ナ
リ
オ
実
現
に
向
け
て
は
、①
債
務
問
題
の
解
決
、②
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
主
導
の
経
済
発
展
へ
の
転
換
、③
政
治
の
安
定

性
確
保
と
い
う
課
題
を
克
服
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。こ
れ

ら
の
課
題
が
克
服
で
き
な
け
れ
ば
、緩
や
か
な
成
長
減
速
シ

ナ
リ
オ
が
崩
れ
、不
連
続
に
失
速
す
る
リ
ス
ク
を
は
ら
ん
で

い
る
。

■
A
S
E
A
N
経
済
：
所
得
水
準
の
向
上
に
よ
る
中
間
層

の
拡
大
と
、生
産
拠
点
と
し
て
の
魅
力
の
高
ま
り
か
ら
、

2
0
2
0
年
代
後
半
で
3
%
後
半
程
度
の
成
長
を
見
込

む
。リ
ス
ク
と
し
て
は
、①
生
産
性
上
昇
を
伴
わ
な
い
賃
金

上
昇
、②
社
会
保
障
制
度
や
所
得
再
分
配
機
能
の
未
整
備

に
よ
る
所
得
格
差
の
拡
大
、③
政
治
の
不
安
定
化
に
よ
る
ビ

ジ
ネ
ス
環
境
の
悪
化
、な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
米
国
経
済
：
金
融
危
機
後
の
構
造
調
整
圧
力
が
一
段
と
和

ら
い
で
お
り
、安
定
成
長
を
続
け
る
見
通
し
。I
C
T
な
ど

生
産
性
向
上
に
つ
な
が
る
分
野
へ
の
投
資
の
強
化
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、2
0
3
0
年
に
か
け
て
1
％
台
後
半
の
潜

在
成
長
率
を
予
想
す
る
。リ
ス
ク
は
、格
差
拡
大
に
よ
る
人

的
資
本
の「
質
」低
下
、政
治
の
機
能
不
全
に
よ
る
制
度
改

革
や
財
政
再
建
の
遅
れ
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

■
ユ
ー
ロ
圏
経
済
：
2
0
2
0
年
ま
で
は
1
%
台
前
半
程
度

の
成
長
を
見
込
む
が
、2
0
2
0
年
以
降
は
高
齢
化
に
よ
る

労
働
力
減
少
が
加
速
す
る
た
め
、潜
在
成
長
率
は
一
段
と

低
下
す
る
見
込
み
。難
民
問
題
や
反
E
U
勢
力
の
台
頭
な

ど
、政
治
を
不
安
定
化
さ
せ
る
火
種
も
多
い
中
、金
融
・
財

政
政
策
の
発
動
余
地
が
少
な
く
、長
期
デ
フ
レ
に
苦
し
ん
だ

日
本
経
済
の
よ
う
な「
日
本
化
」が
懸
念
さ
れ
る
。

　
現
在
の
日
本
は
人
口
減
少
や
高
齢
化
、社
会
保
障
費
や
財

政
赤
字
の
急
増
、将
来
へ
の
不
安
な
ど
、成
熟
国
な
ら
で
は
の

課
題
に
直
面
。現
状
の
延
長
で
は
、経
済
活
力
の
低
下
と
と
も

に
、こ
れ
ら
の
課
題
も
一
段
と
深
刻
化
す
る
。こ
う
し
た
中
、

2
0
3
0
年
に
向
け
て
日
本
が
目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
と

は
、「
誰
も
が
社
会
の
一
員
と
し
て
誇
り
と
心
の
豊
か
さ
と
活

力
を
持
っ
て
、学
び
働
き
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社

会
」と
表
現
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
経
済
の
潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
は
、2
0
3
0
年

度
に
か
け
て
0
%
程
度
ま
で
低
下
す
る
。成
長
期
待
の
低
下

は
、設
備
投
資
や
研
究
開
発
、人
材
育
成
な
ど「
未
来
へ
の
投

資
」を
一
段
と
鈍
ら
せ
、活
力
低
下
と
と
も
に
国
民
の
不
安
を

増
幅
さ
せ
る
可
能
性
が
あ
る
。持
続
可
能
か
つ
活
力
あ
る
日

本
経
済
を
実
現
す
る
た
め
の
改
革
の
ポ
イ
ン
ト
は
以
下
の
四

つ
で
あ
る
。

　
人
材
は
経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
。A
I
な
ど
新
技
術
の

台
頭
で
、人
間
に
求
め
ら
れ
る
能
力
は
大
き
く
変
容
す
る
中
、

労
働
力
の「
質
」向
上
が
重
要
に
な
る
。当
社
の
調
査
に
よ
れ

ば
、若
年
層
を
中
心
に
日
本
の
労
働
者
の
ス
キ
ル
向
上
へ
の
意

欲
は
高
い
が
、こ
う
し
た
意
欲
を
最
大
限
活
か
す
た
め
に
も
、

硬
直
的
な
雇
用
市
場
・
制
度
の
改
革
や
、教
育
・
職
業
訓
練
の

あ
り
方
を
時
代
の
変
化
に
合
わ
せ
柔
軟
に
見
直
し
て
い
く
必

要
が
あ
る
。

　
A
I
や
I
o
T
、ロ
ボ
ッ
ト
な
ど
デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普

及・発
展
は
、国
民
の
生
活
や
企
業
の
生
産
活
動
に
大
き
な
変

革
を
も
た
ら
す
。当
社
で
は
、2
0
1
6
年
4
月
に
消
費
者

5
，0
0
0
名
に
対
し
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
普
及
に
よ
り

2
0
3
0
年
ま
で
に
生
ま
れ
る
可
能
性
の
あ
る
50
の
製
品
や
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世
界
経
済
は
引
き
続
き
不
透
明
な
状
況
に
あ
る
。先
進
国

で
は
、金
融
危
機
以
降
、長
期
停
滞
論
が
注
目
を
集
め
て
い

る
。中
長
期
的
な
期
待
成
長
率
の
低
下
に
よ
り
企
業
が
投
資

を
抑
制
し
て
お
り
、マ
ク
ロ
の
貯
蓄
と
投
資
の
バ
ラ
ン
ス
が
悪

化
。新
興
国
で
も
、ア
ジ
ア
を
中
心
に
高
齢
化
の
進
行
が
成
長

を
鈍
化
さ
せ
る
と
見
ら
れ
、中
長
期
的
に
は
世
界
経
済
の
成

長
鈍
化
が
予
想
さ
れ
る
。

　
だ
が
、そ
の
シ
ナ
リ
オ
が
変
わ
る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
は
十
分
に
あ

る
。人
類
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、社
会
課
題
が
深
刻
化
し
、

そ
の
コ
ス
ト
が
極
限
ま
で
達
し
た
際
、そ
れ
を
克
服
す
る
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
き
た
。A
I
、ロ
ボ
ッ
ト
、ラ
イ
フ
サ
イ

エ
ン
ス
な
ど
の
新
技
術
を
最
大
活
用
す
る
と
と
も
に
、人
口
減

と
高
齢
化
に
備
え
た
財
政
・
社
会
保
障
制
度
の
整
備
、イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
志
向
の
人
材
育
成
や
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
見
直
し
な

ど
、社
会
制
度
の
変
革
も
併
せ
て
実
行
す
る
必
要
が
あ
る
。以

上
の
観
点
か
ら
、2
0
3
0
年
の
世
界
経
済
の
姿
を
左
右
す

る
ポ
イ
ン
ト
を
以
下
三
つ
挙
げ
る
。

　
先
進
国
で
は
、高
齢
化
と
生
産
性
の
伸
び
鈍
化
を
背
景
に

自
然
体
で
成
長
率
は
低
下
傾
向
に
あ
り
、一
部
に
は
長
期
停

滞
局
面
に
陥
っ
た
と
の
見
方
も
あ
る
。ま
た
、社
会・経
済
の
制

度
疲
労
が
顕
在
化
し
て
い
る
ほ
か
、新
興
国
の
技
術
力
の
向
上

に
よ
り
世
界
で
の
競
争
が
激
化
し
て
い
る
。

　
先
進
国
が
長
期
停
滞
を
打
破
す
る
に
は「
二
つ
の
変
革
」が

必
要
に
な
る
。第
一
は
、「
経
済
・
社
会
制
度
の
変
革
」だ
。人

口
構
造
や
競
争
環
境
、技
術
の
変
化
の
先
を
読
み
、社
会
保
障

や
雇
用
な
ど
の
各
種
制
度
を
柔
軟
に
変
革
し
て
い
く
こ
と
で
、

経
済
・
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
一
段
と
高
め
る
こ
と
が
で
き

る
。第
二
は
、「
科
学
技
術
の
変
革
」だ
。高
齢
化
に
よ
る
身
体

機
能
低
下
や
労
働
力
減
少
な
ど
先
進
国
共
有
の
課
題
は
、科

学
技
術
の
力
で
解
決
で
き
る
も
の
も
少
な
く
な
い
。新
技
術
を

活
用
し
た
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
の
創
出
が
、潜
在
的
な
需
要
を

掘
り
起
こ
し
、結
果
と
し
て
社
会
課
題
を
解
決
す
る
効
果
も

期
待
で
き
る
。

　
新
興
国
に
お
い
て
、１
人
当
た
り
G
D
P
が
5
，0
0
0
ド

ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口
は
、2
0
0
0
年
時
点
の
2
億
人

か
ら
、2
0
1
5
年
に
は
24
億
人
に
ま
で
増
加
。2
0
3
0
年

に
か
け
て
は
、①
中
国
な
ど
の
中
所
得
国
が
高
所
得
国
に
、②

イ
ン
ド
や
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
の
低
所
得
国
が
中
所
得
国
に
、そ
れ

ぞ
れ
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
か
、が
焦
点
と
な
る
。イ
ン
ド
の

１
人
当
た
り
G
D
P
が
7
，0
0
0
ド
ル
程
度
ま
で
上
昇
す
れ

ば
、現
在
の
中
国
に
匹
敵
す
る
市
場
が
誕
生
。2
0
3
0
年
の

新
興
国
に
お
い
て
、5
，0
0
0
ド
ル
〜
1.5
万
ド
ル
の
国
の
人
口

が
36
億
人
、1.5
万
ド
ル
以
上
の
国
の
人
口
が
18
億
人
に
達
す
る

こ
と
も
視
野
に
入
る
。

　
も
っ
と
も
、①
工
業
製
品
の
コ
モ
デ
ィ
テ
ィ
化
に
よ
る
付
加
価

値
率
低
下
、②
労
働
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
る
競
争
力
低
下
、③
中

国
や
A
S
E
A
N
の
一
部
で
進
行
す
る
高
齢
化
な
ど
、持
続

的
成
長
へ
の
課
題
も
あ
る
。貿
易
や
投
資
の
対
外
開
放
に
よ
る

生
産
性
上
昇
、人
材
や
研
究
開
発
力
の
強
化
、社
会
保
障
制

度
の
整
備
と
い
っ
た
取
り
組
み
の
成
否
が
、新
興
国
の
巨
大
な

市
場
の
誕
生
を
左
右
す
る
。
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東
京
電
力
エ
リ
ア
で
は
、2
0
2
0
年
度
ま
で
に
全
家
庭
に

ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
導
入
さ
れ
る
予
定
だ
。電
力
小
売
自
由

化
で
購
入
先
を
変
更
す
る
に
は
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
が
必
要
な

こ
と
か
ら
、4
月
以
降
、需
要
が
集
中
し
て
工
事
が
追
い
つ
か

な
い
ほ
ど
、家
庭
か
ら
の
注
目
度
も
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
各
家
庭
で
は
、月
次
の
使
用
量
を
月
に
一
度
、紙

で
知
ら
さ
れ
る
だ
け
だ
っ
た
。し
か
し
、ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
の

導
入
に
よ
り
、30
分
ご
と
の
使
用
量
を
W
e
b
で
確
認
で
き
る

な
ど
、き
め
細
か
い
測
定
が
可
能
と
な
る
。こ
れ
ら
の
デ
ー
タ

を
使
っ
て
、省
エ
ネ
家
電
の
導
入
効
果
、消
費
電
力
と
家
族
の

生
活
履
歴
と
の
関
係
、室
温
デ
ー
タ
と
組
み
合
わ
せ
て
窓
を
ペ

ア
グ
ラ
ス
に
し
た
場
合
の
節
電
効
果
な
ど
も
、W
e
b
で
簡
単

に
分
析
し
て
確
認
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

　
実
証
で
は
20
%
以
上
の
削
減
効
果
を
も
た
ら
す
節
電
方
法

も
報
告
さ
れ
て
お
り
、家
庭
で
デ
ー
タ
の「
見
え
る
化
」が
進
め

ば
、具
体
的
な
ア
ク
シ
ョ
ン
が
活
発
化
す
る
は
ず
だ
。す
で
に

W
e
b
上
で
は
、価
格
比
較
サ
イ
ト
の
掲
示
板
や
S
N
S
を
活

用
し
て
消
費
者
が
活
発
に
体
験
を
報
告
し
合
っ
て
い
る
。蓄
積

さ
れ
る
膨
大
な
デ
ー
タ
を
A
I
で
解
析
し
個
別
に
的
確
な
ア

ド
バ
イ
ス
を
す
る
サ
ー
ビ
ス
も
生
ま
れ
る
だ
ろ
う
。多
く
の
家

庭
で
節
電
ノ
ウ
ハ
ウ
が
共
有
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、節
電
に
向

け
て
の
ア
ク
シ
ョ
ン
は
さ
ら
に
活
発
化
し
て
い
く
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
。

　一
方
、地
域
の
資
源
を
駆
使
し
て
電
力
事
業
に
取
り
組
む
自

治
体
も
増
え
て
い
る
。岡
山
県
真
庭
市
で
は
、市
域
内
か
ら
出

る
廃
材
だ
け
で
2.2
万
世
帯
分
を
賄
え
る
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
が

可
能
と
判
明
し
た
。福
岡
県
み
や
ま
市
や
鹿
児
島
県
肝
付
町

で
は
電
力
の
地
産
地
消
を
目
指
す
事
業
体
同
士
が
提
携
し
て

い
る
。日
照
や
風
、水
な
ど
の
資
源
は
、各
地
域
で
得
ら
れ
る
時

期
や
量
が
異
な
り
電
力
供
給
の
リ
ズ
ム
は
大
き
く
揺
ら
ぐ
。し

か
し
、ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー
を
使
っ
て
各
家
庭
に
お
け
る
電
力

需
要
を
時
間
や
場
所
、家
族
構
成
な
ど
の
要
因
別
に
把
握
し
、

こ
れ
を
基
に
供
給
側
が
最
適
な
地
域
送
配
電
シ
ス
テ
ム
を
構

築
す
れ
ば
、的
確
な
需
給
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
可
能
と
な
る
。太

陽
光
発
電
と
電
池
だ
け
で
自
給
自
足
を
目
指
す
先
駆
的
な
家

庭
も
出
て
き
て
お
り
、そ
う
し
た
家
庭
同
士
が
地
域
内
で
協

［図］電気代ゼロの「オフグリッド」生活の例

出所：三菱総合研究所

力
す
れ
ば
可
能
性
は
広
が
る
。加
え
て
、地
場
の
他
の
電
源
を

公
共
財
と
し
て
運
営
で
き
れ
ば
、地
域
単
位
で
電
気
代
ゼ
ロ
の

「
オ
フ
グ
リ
ッ
ド（
※
1
）」生
活
が
実
現
す
る
日
も
そ
う
遠
く

は
な
い
。

（
※
1
）既
存
の
電
力
会
社
の
送
配
電
網
と
つ
な
が
な
い
状
態
。

サ
ー
ビ
ス
を
示
し
、ど
の
程
度
の
ニ
ー
ズ
が
あ
る
か
、「
未
来
の

わ
く
わ
く
ア
ン
ケ
ー
ト（
※
1
）」と
し
て
調
査
し
た
。そ
の
結

果
、高
機
能
住
宅
、ゲ
ノ
ム
解
析
治
療
、災
害
予
測
な
ど
、ま
だ

実
用
化
／
普
及
し
て
い
な
い
サ
ー
ビ
ス
や
製
品
に
対
す
る
潜
在

需
要
が
い
か
に
大
き
い
か
が
確
認
さ
れ
た
。新
技
術
は
生
活
の

質
の
改
善
、社
会
課
題
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
。ま
た
、新
技
術

の
活
用
次
第
で
、企
業
の
生
産
性
も
飛
躍
的
に
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
り
、需
給
両
面
で
成
長
押
し
上
げ
が
期
待
さ
れ
る
。

　
2
0
3
0
年
に
は
ア
ジ
ア
新
興
国
に
巨
大
な
中
間
／
富
裕

層
の
誕
生
が
展
望
さ
れ
る
。日
本
企
業
が
中
間
／
富
裕
層
の

潜
在
需
要
を
掘
り
起
こ
す
製
品
・サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
れ

ば
、輸
出
、投
資
収
益
、イ
ン
バ
ウ
ン
ド
な
ど
多
面
的
な
外
需
の

取
り
込
み
に
よ
り
日
本
の
成
長
が
加
速
。デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の

台
頭
に
よ
り
、労
働
コ
ス
ト
よ
り
も
技
術
力
が
国
際
競
争
力
を

左
右
す
る
時
代
に
な
れ
ば
、生
産
拠
点
と
し
て
の
日
本
の
地
位

も
相
対
的
に
高
ま
る
。

　
日
本
の
社
会
保
障
制
度
は
、超
高
齢
社
会
で
制
度
疲
労
が

顕
現
化
し
て
い
る
。特
に
団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
に
な
る

2
0
2
2
年
以
降
は
医
療
・
介
護
費
の
一
段
の
増
大
が
予
想

さ
れ
、過
剰
な
サ
ー
ビ
ス
抑
制
や「
自
助
」の
範
囲
拡
大
に
向

け
た
制
度
改
革
は
急
務
だ
。同
時
に
、デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
活

用
に
よ
り
、民
間
分
野
で
健
康
寿
命
延
伸
や
自
立
生
活
を
支

え
る
サ
ー
ビ
ス
を
増
や
す
こ
と
も
重
要
だ
。高
齢
者
の
生
活
の

質
向
上
と
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
両
立
で
き
れ

ば
、「
全
世
代
」の
生
活
の
安
定
に
つ
な
が
り
、前
向
き
な
支
出

や
投
資
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
上
記
の
四
つ
の
改
革
が
実
現
し
た
場
合
、2
0
3
0
年
の

潜
在
成
長
率
は
、自
然
体
で
の
0
%
程
度
か
ら
1.3
%
程
度
に

ま
で
引
き
上
げ
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。A
I
や
I
o
T
な
ど

デ
ジ
タ
ル
新
技
術
の
社
会
／
経
済
へ
の
浸
透
が
、潜
在
成
長
率

を
1
%
ポ
イ
ン
ト
程
度
押
し
上
げ
る
可
能
性
が
あ
る
ほ
か
、労

働
力
の
最
大
活
用
や
省
エ
ネ
投
資
の
拡
大
も
成
長
率
の
引
き

上
げ
に
寄
与
す
る
で
あ
ろ
う（
※
2
）。

　
欧
米
に
比
肩
す
る
成
長
実
現
に
よ
り
世
界
経
済
の
中
で
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
を
維
持
で
き
る
ほ
か
、１
人
当
た
り
G
D
P
は
標

準
シ
ナ
リ
オ
比
で
15
%
程
度
上
昇
す
る
。そ
し
て
何
よ
り
も
、

成
長
の
果
実
を「
財
政
健
全
化
」と「
未
来
へ
の
投
資
」に
振

り
分
け
る
余
力
が
生
ま
れ
、「
生
活
の
質
向
上
」と「
持
続
的

な
成
長
実
現
」と
い
う
明
る
い
未
来
へ
の
道
が
開
け
る
。

（
※
1
）三
菱
総
合
研
究
所「
生
活
者
市
場
予
測
シ
ス
テ
ム（
m
i
f
）」を

利
用
。

（
※
2
）目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
尺
度
と
し
て
G
D
P
で
全
て
を
測
る

こ
と
は
で
き
な
い
。特
に
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
利
便
性
向
上
や
コ
ミ
ュニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
の
多
様
化
な
ど
の
価
値
増
加
は
G
D
P
で
は
捉
え
き
れ

な
い
面
も
多
い
。

参
考
：
内
外
経
済
の
中
長
期
展
望（
2
0
1
6｜

2
0
3
0
年
度
）

（
2
0
1
6
．6
．22
）

http://w
w
w
.m
ri.co.jp/new

s/press/teigen/021859.htm
l

四
つ
の
改
革
の
実
現
に
よ
り
、

目
指
す
べ
き
未
来
社
会
像
の
実
現
に
近
づ
く

3
Point

ア
ジ
ア
の
中
間
／
富
裕
層
需
要
の

多
面
的
な
取
り
込
み

4
Point

2
0
2
2
年
ま
で
の

社
会
保
障
制
度
の
集
中
改
革

●スマートメーターにより、詳細な電力消費データの「見える化」が進む。

●地域全体を個別家庭ごとに分析できれば、さらに的確な需要管理が可能。

●供給側の最適化や電源の一部公共財化などで地域単位の電気代ゼロ生活も可能に。

家族構成や生活リズム、
節電アクション、太陽光
発電装備など、個々の
違いを協力し合い、詳細
な需要パターンを把握

■詳細な需要パターンと多様な供給パターンの
ベストマッチングを実現

■必要な設備投資の工夫により、地域単位で
オフグリッドによる電気代ゼロ生活が可能

地域の固有資源による
多様な電力供給を詳細
に管理運用

地域単位での最適化四人家庭 森林資源

日照

小水力

風力

カップル

単身家庭

高齢夫婦
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［図］稼働率重視とイールドマネジメントの比較

ホテルの客室数は、100部屋。料金（シングルルーム1泊あたり）は、2種類（個人、団体）のみ。全員が、シングルルームを1泊利用。金額は千円単位。

　
企
業
の
増
収
機
会
を
最
大
限
に
取
り
込
む
手
法
と
し
て
、

イ
ー
ル
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト（
以
下
、Y
M
）が
あ
る
。Y
M
は
、顧

客
の
予
約
行
動
を
事
前
に
予
測
し
、こ
れ
を
元
に
販
売
数
、価

格
を
設
定
す
る
こ
と
で
、収
益
を
最
大
化
す
る
と
い
う
も
の
で

あ
る
。固
定
的
な
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
を
予
約
販
売
す
る
場
合（
飛
行

機
や
列
車
の
座
席
、ホ
テ
ル
の
客
室
な
ど
）に
適
合
性
が
高
く
、

国
内
で
は
鉄
道
会
社
や
航
空
会
社
が
導
入
し
、平
均
5
%
以

上
の
増
収
効
果
を
上
げ
て
い
る
。一
方
、同
様
に
Y
M
と
相
性

が
よ
い
と
い
わ
れ
る
宿
泊
業
、エ
ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
業
で

は
、大
手
の
欧
米
系
ホ
テ
ル
チ
ェ
ー
ン
な
ど
を
除
い
て
本
格
的

な
導
入
が
進
ん
で
い
な
い
。

　
ホ
テ
ル
が
空
室
の
場
合
、予
約
担
当
者
は
料
金
を
下
げ
て
で

も
予
約
を
取
ろ
う
と
す
る
場
合
が
あ
る
。こ
れ
は
、稼
働
率
を

上
げ
空
室
を
少
し
で
も
埋
め
る
こ
と
で
収
益
を
確
保
し
よ
う

と
す
る
行
動
で
あ
る
が
、こ
れ
が
逆
に
収
益
機
会
の
逸
失
に
つ

な
が
る
。通
常
料
金
で
予
約
を
し
て
く
れ
る
顧
客
の
予
約
行

動
を
正
確
に
予
測
し
、予
約
が
入
る
こ
と
を
把
握
で
き
て
い
れ

ば
、料
金
を
下
げ
る
必
要
は
な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。そ
し
て
こ

の
よ
う
な
判
断
が
積
み
重
な
る
と
、企
業
と
し
て
の
機
会
損
失

は
膨
大
な
も
の
と
な
る
。こ
う
し
た
状
況
を
回
避
す
る
手
法
が 

Y
M
で
あ
る
。

　
ホ
テ
ル
を
例
に
、稼
働
率
重
視
の
場
合
と
Y
M
を
実
施
し
た

と
き
の
販
売
結
果
を
比
較
す
る（
図
）。稼
働
率
重
視
の﹇
ケ
ー

ス
1
﹈で
は
稼
働
率
は
1
0
0
%
で
あ
る
が
、そ
れ
を
狙
っ
て
値

下
げ
し
た
た
め
に
単
価
の
高
い
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
を
取
り
こ
ぼ
し

て
い
る
。Y
M
を
実
施
し
た﹇
ケ
ー
ス
2
﹈で
は
、稼
働
率
は
90

%
だ
が
、う
ま
く
ビ
ジ
ネ
ス
需
要
を
取
り
込
む
こ
と
で
よ
り
高

い
収
益
を
上
げ
て
い
る
。

　
Y
M
に
よ
る
収
益
最
大
化
の
鍵
は
、過
去
の
実
績
デ
ー
タ
と

現
在
の
売
れ
行
き
デ
ー
タ
を
基
に
精
緻
に
需
要
予
測
を
行
う
こ

と
で
あ
る
。顧
客
の
予
約
行
動
は
変
化
す
る
た
め
、導
入
当
初

は
必
ず
し
も
正
確
な
需
要
予
測
と
な
ら
な
い
場
合
も
あ
る
。た

だ
し
、P
D
C
A
を
短
サ
イ
ク
ル
で
回
し
、予
測
方
法
を
改
善

し
て
い
く
こ
と
に
よ
っ
て
、予
測
の
精
度
は
上
が
っ
て
い
く
。そ
し

て
、最
終
的
に
は
収
益
向
上
に
寄
与
す
る
こ
と
に
な
る
。こ
の
こ

と
は
、航
空
業
界
や
鉄
道
業
界
で
、す
で
に
証
明
さ
れ
て
い
る
。

【ソリューション】

稼働率至上主義の落とし穴

先進ソリューション事業本部　島村 誠

出所：三菱総合研究所

MRI MONTHLY REVIEW

●宿泊業やエンターテインメント業では本格的なイールドマネジメントの導入が進んでいない。

●顧客の需要を正確に予測できれば、価格と稼働率のコントロールにより増収可能。

●データ分析に基づくPDCAサイクルが、予測精度の向上につながる。
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料  金 予約数 残室数 収  益料  金許容価格顧客の種類

団　体
需  

要 個　人
（レジャー）
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イールドマネジメント

10 2000 180
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